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甲虫ニュース

黒澤良彦博士のご逝去を博む

大林延夫

今年2 月 27 日,  本会の名誉会員, 黒澤良彦博士
が亡くなられた. 享年79 歳. 黒澤博士は, 既に本誌
の前号に渡辺泰明先生が記されているように, 「甲
虫談話会」 および本誌「甲虫ニュース」の生みの親
であり, 鞘翅学会の重鎮として多くの虫屋を育てた
大先達である.  その研究業績については,  1986 年
に甲虫談話会から出版された退官記念論文集に詳し
い. また, その人となりについては, まさに「虫好
き, 虫きち, 虫屋」 などの呼び名にもっともふさわ
しい方であったというのが衆目の一致するところで
あろう.
黒澤博士の略歴について, 先の退官記念論文集巻
頭に書かれた大和田守博士の名文から引用させてい
ただけば, 次のようになる. 1921 年, 東京に生まれ
た博士は, 父君のお仕事の関係で山形県米沢に移り
住み, 自然と親しみながら小学生の高学年になると
既にチョウの収集を始めていた. 中学時代には外国
産のチョウを交換で集め, また, 「昆虫界」 に報文を
発表するなど, 既にいっぱしの虫屋として活動し,
l940年に山形高等学校に入学すると, ますます昆
虫熱が高まったという.

l943 年に九州大学農学部の昆虫学教室の研究助
手として職を得, 研究室での仕事としてはノミの飼
育をしながら, 当時の江崎悌三教授, 安松京三助教
授の指導の下にタマムシの分類学をライフワークと
定めたと記されている.
第二次大戦が終わり, 一時父君の郷里の会津若松
に帰っていた博士は, l951 年の夏に東京の国立科
学博物館に奉職し, 以後1986 年に動物研究部長と
して退官を迎えるまで, およそ35 年の長きに巨つ
て,  タマムシを始めとして様々な分類群についての
研究の傍ら, 博物館のコレクションの充実と, 多く
のアマチュアの昆虫学者の指導にあたってきた.
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人は黒澤博士を称して, 「アオスジタテハ」, 「クロ
サワカミナリハムシ」 などという.  しかし私の博士
に対する印象とはずいぶんイメージが違う. 無論こ
のあだ名も博士に対する親しみから出た逆説的な愛
称? であろう事は想像に難くない. 研究室に伺う
と,  いっもうれしそうなお顔で,  「大林君,  これ君
持っているかい?」 などといってカミキリムシの美
麗種が詰まった標本箱を持ちだしてくる. インドネ
シアのァオカミキリの珍品の紙包みをどこかから出
してきて, 「これあげるよ」 と惜しげもなく渡された
り, 「これ読んだか? 」 と別刷を出していただいたり
した. 当時ヵッオブシムシを研究していた私は, 中
根さんに文献を拝借したりご意見を伺うために博物
館に出かけることが多かったが, 真っ先に黒澤さん
の部屋に寄ることを楽しみにしていたものである.
私が黒澤博士を黒澤さんと親しく呼ばせていただ
けるのは, 博士と私の父との親交のおかげである.
たぶん, 息子のような気持ちで接していただいてい
たのだと思う. 父が他界してから何年か経った頃,
「君のお父さんのタマムシのコレクショ ンの中に,
自分が持ってない標本があるので見せてくれない
か」 と黒澤さんから電話があった. 父は晩年の頃,
当時ラオスに在住していた J. RoNDoN氏とカミキ
リムシの標本を交換していたが, 同時にタマムシ屋
の A. BAuDoN氏とも交換をしていて,  これをずい
ぶん黒澤さんに自慢していたらしい. 大きな標本箱
を持参して我が家に来られた黒澤さんが, 嬉々とし
てこれらを抜いておられた顔を思い出す.  まさに
「虫きち」の虫屋の顔であった. 同じ虫屋であった父
のおかげで, 子供の頃からかわいがっていただき,
ご指導いただいた大先輩の虫屋さんの言ト報に接する
ことが多くなったこの頃, またお一人幽明境を異に
し, 悲しい思いをしている. 博士のご冥福をお祈り
するとともに,  ご造志に報いるためにも鞘翅学会の
ますますの発展をお誓い申し上げる次第である.

( 日本鞘翅学会会長)

黒澤さんを假ぶ

石川良 i南

初めて黒澤さんにお目にかかったのはもう半世紀
も前のことである. ある虫屋の集まりで紹介された
黒澤さんは, 国立科学博物館の昆虫研究室に, 急逝
された新村太郎氏の後任として着任されたばかりで
あったが, 初対面の私にも気さくに, 博物館に遊び
に来るようにと誘われた. 以後, 私は度 ,々 黒澤さ
んの研究室を訪れる事になる. 何時行っても笑顔で
迎えられ, 虫談義に花が咲いた. 黒澤さんは人ぞ知
るタマムシの専門家である. 甲虫や蝶には特に造詣
が深かったが, あらゆる昆虫に興味があり, 博物館
に古くから所蔵されている標本を整理し, また, 新
しい標本をせっせと作っておられた. そして, どん

な標本でも積極的に買い受けて研究室の資料を増や
す努力を惜しまれなかった. 国立がんセンターの所
長であった中原和郎先生が, 当時, 日本最大の華麗
のコレクションを博物館に寄付されたのも黒澤さ
んの熱心な収集活動に共感されたためと聞いてい
る. 国立科学博物館の昆虫研究室の基盤は黒澤さん
の努力によって築かれたと言ってよい. 黒澤さんは
研究室を訪れる若い愛好者の指導にも熱心であっ
た. だが, 当時の国立科学博物館は組織としては現
在のように独立した研究部門がなく, 昆虫研究室は
学芸部に属していて, 予算的にも非常に貧しい状態
であった. 黒澤さんのご苦労はかなりのものであっ
たに連いない. ところが, その博物館に私が就職す
るめぐりあわせになったのである.  それは1965 年
(昭和40年) の春で, 国立科学博物館の組織が変
わって研究部が設けられ, 動物研究部には昆虫研究
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室ができたからである. 数年前に上野俊一君が就職
して脊椎動物の研究室に所属していた. 新しい昆虫
研究室は定員4 名で, 黒澤さんと西京大学 (現京都
府立大学) から来た中根猛彦さん, 少し遅れて一緒
に入った青木淳一君と私の4 人で発足した.  しか
し, 黒澤さんの不満ははた目にも明らかだった. 黒
澤さんにとって, 自分が長年育ててきた昆虫研究室
の室長に今まで博物館とは何の関係もなかった中根
さんが納まったことはどうにもやりきれなかったに
違いない.  しかも, 昆虫研究室の4 名のうち, 青木
君はダニの専攻であるから実質的に昆虫研究者は中
根, 黒澤, 石川の3 名しかいない. 一本気な黒澤さ
んは中根さんへの反感を隠そうとしなかった. 標本
の整理も含めて, 全てにわたって今までの自分のや
り方を変えようとはしなかった. 中根さんも黒澤さ
んが煙たかったらしく , まともに話し合おうともし
なかった.  このために, 当時の昆虫研究室は組織と
しては ど機能しない状態にあったと言ってよい.
間に立った私は大変だった. でも黒澤さんとは何の
わだかまりもなく,  私が勤務した10年の間,  何時
も二人で行動することになった. 採集にも一緒に
行った. 私の車ででかけたことも度々 である.  とく
に百人町に移転してからは同室になったので, 毎
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日, 午後3 時になると仕切りの向こうから 「石川
君, お茶にしよう」 と声がかかるのであった. 黒澤
さんが紅茶をいれる馴れた手つきが昨日の事のよう
に目に浮かぶ.  こうして虫を語り, 分布を論ずるひ
とときが始まるのであった.
私が東京都立大学に転出することになった時, 黒
澤さんは非常に喜んで下さった.  l975 年の春,  後
ろ髪を引かれる思いと, 気疲れな人間関係の狭間か
ら逃れられる解放感の交錯する複雑な気分で私は博
物館を離れたのである. 黒澤さんは初対面の時と同
じように 「いっでも遊びに来いよ」 と言われた. だ
が,  これが黒澤さんとの別れになってしまった. 大
学での新しい生活は意外に多忙で, 博物館に在職中
の黒澤さんにゆっく り話しに行く機会が どなく
なってしまったからである.
黒澤さんと毎日顔を合わせ, 虫談にふけり, 議論
を戦わせた10年間, それは私の人生の中でも最も
夢の多い時期であった. 今でも黒澤さんの笑顔が私
に話しかけてくる. 心底から昆虫好きの黒澤さんは
亡くなる直前まで採集の話をしておられたとか.
きっと捕虫網片手にあの世に旅立たれたに違いな
い. 生前の交誼を偲んで, 心からご冥福を祈る.

(東京都渋谷区)

中華どんぶり

青木淳一

私は, 「もと虫屋」である. その虫屋の時の思い出
は, 黒沢良彦先生の思い出と重なっている. 学習院
の中等科で生物班を作り上げ, 慶応中等部にいた今
は亡き西川協一君と少年昆虫同好会 (のちの京浜昆
虫同好会) を盛り上げていた頃, 二人でよく国立科
学博物館へ黒沢先生を訪ねた. アルバイトで行った
こともあるし, ただ遊びにいったこともあったよう
に記憶している.
ぼくらがいきなり訪ねていっても, 先生は嫌な顔
一つせず, 多分その時,  ご自分が一番興味を持って
おられた標本を持ち出して, 楽しそうに説明して下
さった. たとえば, 一見つまらなそうに見えるチビ
タマムシの類でも, 先生の説明を聞いていると, そ
の銅色の体のわずかな色合いや輝きの違いに目を見
張ってしまうのだった.  また, 虫の下に付けられた
ラベルに書かれた自筆の文字の美しさは, なんとも
いえなかった. あんなに小さい文字を, あんなに細
いペンで, あんなに美しく書く人を見たことがな
かっ た.
私が好きだった甲虫が益々 好きになってしまった
のは, 黒沢先生自身の親切な接し方にもよるが, 貸
していただいたREUTERのFauna Germanica ( ド
イツの甲虫モノグラフ) のせいでもあった.  とくに
私の目を釘付けにしたのは多数の種のケシキスイと
ホソカタムシの精巧極まる原色の図であった. のち

に, 私がホソカタムシだけに凝り固まったきっかけ
が, これであったように思う. 立ち枯れの木を好み,
ゆっく りと動き, 体の両側が平行で, 色彩は地味で
も, いかにも甲虫らしいきっちりした体型, 表面の
ざらついた彫刻.  これらの特徴は後に私が専門に研
究することになったササラダニ類にとてもよく似て
いた.
私がハワイのビショップ博物館から呼び戻されて
国立科学博物館に動務したとき, 昆虫の部門には黒
沢先生の他に上野俊一先生が居られ, 私と同時に石
川良i南先生が来られた. そして何年か後に中根猛彦
先生が来られた. それぞれに強烈な個性の持ち主で
あったので, 私もいろいろと勉強させていただい
た. A先生の言ったことを B先生に伝えるときは,
決してその言葉どおりに伝えてはだめで, 私なりに
苦労して考えた 「ふんわりした言い回し」 に変換し
て伝えることも覚えたが, 正直言って疲れた.
黒沢先生のいいところは, 自分に正直であり, 決
して飾らず, 見栄をはらず, 人が困っているときは
親身になって心配してくださったことである. 人間
的にやや弱いところがあるのも, 好きである. そし
て, いっも真っ白なワイシャツにグレーのスーツを
長身にまとい, たいへん身嗜みがよい方であった.
黒沢先生, 覚えていますか. お昼はいっも, 先生
も僕も上野公園内にある東京文化会館食堂の中華ど
んぶりでしたね. 私もはや大学を停年退官し, また
博物館動務に戻ってきました. そんなことで, 黒沢
先生のことを何時も思い出しています.

(神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館館長)
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ミクラミヤマクワガタ採集行の思い出

渡辺表明

私が初めて黒澤良彦博士のご譬咳に接したのは,
東京農大の二年生の1954 年であった.  この年の1
月に, 博士の主唱によって甲虫談話会が創立され
て, 上野の科学博物館で開催された月例会に参加し
た折である.  その後, 私は1967年からこの会の運
営のお手伝いをすることになり,  さらに, その翌年
に創刊された 「甲虫ニュース」の編集にもたずさわ
る様になってからは黒澤博士とひんばんに接する様
になり, 色々 な面で啓発されることが多かった.  ま
た, 1984 年には山と渓谷社から野外ハンドブック
シリ ーズの l 分野として 「甲虫」の出版が企画さ
れ, その解説を黒澤博 t と私とで担当することにな
り, そのための取材や執筆を通して多くのことを学
ばせて頂いた.  この様に, 黒擇博 tからは長年に
亘ってご指導ご厚誼を頂き, 振り返れば様々 な思い
出が走馬灯の様に次から次へと浮かんでくる. それ
らの中で, 最も印象深い思い出の一つとして伊豆御
蔵島へミクラミヤマクワガタを採集しに行ったこと
があげられる.
東京都文化財総合調査の機会に御蔵島からクヮガ
タムシの未記載種が発見され,  それを l960年に澤
田玄正先生と私とで, Lucanus gamunt‘sと命名し,
記載発表した. その折り,  クワガタムシに関し造け
いの深い黒澤博tから有益な助言を頂いたが, 博士
はクワガタを直接ご自身の手で採集したいとの希望
を述べられた.  そこで,  1967 年私は当時東京農大
の学生で.尾虫学研究室に所属していた高橋慶二郎君
を話い,  このクワガタを採集するため黒「華,博一t:と三
人で御蔵島へ行くことにした.
東京都の調査から 8 年後の御蔵島は大きく様変
わりしていて, 御蔵島唯一の集落である里の海岸に
ははしけが横付けできる桟橋が構築され, 船付場か
ら里の集落までは自動車が登れる様に勾配のゆるや
かな道路が整備されていた. 島に上陸後 「きよや旅
館」 で一泊した後,  ミクラミヤマクヮガタを採集で
きる可能性が高いと思われた川田に向かった. 川田
には発電所があって, その施設に泊めて頂き周辺を
採集する計画である. 川田への途中, 私は太陽に照
りっけられた路上で, アリの攻撃を受けもがいてい
るミクラミヤマクワガタを見つけた.  これで,  この
クワガタの成虫が出現していることが確認できたの
で案内役の私としてはほっとした.  しばらく歩いた
後, 今度は黒浮博 tが路上を歩いているこのクヮガ
タを見つけたが,  この時の博士の嬉しそうな顔が未
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御蔵島御代が池にて: 照澤博士 (右) と高橋書 (左)

だに印象深く 私の日、国 要に刻み込まれている.  この様
にミクラ ミヤマクワガタがいずれも路上で発見され
たことから, 私達はひたすら路上に目を走らせクヮ
ガタを見つけるのに専念した. 川田の発電所で荷物
をおろした後, 各自思いおもいに周辺を採集して歩
いたが, 黒澤博 iは林間の小径を精力的に歩き廻ら
れ, 予期以上の個体数を採集されていかにも満足気
な様子だった. そこで,  クヮガタ採集という所期の
目的は達したので, 川田周辺での採集をいったん切
り上げ,  これまで全く調査されていない御代が池周
辺を採集することにした. そこで,  この池に近い今
では廃村になっている南郷に行き, 住人不在の家で
一泊させて頂いた後池に向った.  しかし, 南郷から
御代が池までは道はない.  このため, 黒澤博一t:が五
万分の一の地形図を読み取りながら歩き難い林の中
を進んで行き, ようやくの思いで御代が池に到達す
ることができた.  しかし, 適なき適を歩き, 時には
オオミズナキ' ドリの巣穴を踏み抜いて膝まで上中に
はまり込むことも再々 だったことが影響してか, E目
澤博 tは膝を病めた様だった. 博一t:は学生時代, ス
キーで転倒した際膝を痛め, 以後無理をすると膝の
関節に水が溜って痛みが再発するとのことだった.
しかし, 池の周辺の随所で花開いているェビネの中
で, 純白の花弁のェビネを見付けられた時には博一t:
は膝の痛みも忘れたかの様に, その気品に満ちた花
に見入られていた.  この様にして,  ミクラミヤマク
ワガタ採集の目的を達したばかりか, 沢山の気品に
満ちたニオイェビネの花に接することができて, 私
達は15 日間の御蔵島での生活を堪能することがで
きた. そして, 私はこの採集行を通して, 黒澤博士
の博覧強記振りに感心させられながら, 多くのこと
を学ばせて頂いたことに心から感謝している.

(東京農業大学昆虫資源学研究室)

.
、 . 代表格であった「世界の媒」 (北隆館, 中原和郎氏と黑澤良彦先生を假 )、

共著) で の世界にのめりこみ, 学校の図書至に
岡島秀治 通って, そのすばらしい の原色プレートを見ては

ため息をついていた. 図鑑そのものも高価であった
高校時代までを大阪で過ごした私は, 黒澤図鑑の し, 何よりもその図鑑でしか見たことのない珍しい
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蝶ばかりが掲載されていたのである. いっしか先生
のお名前を覚えてしまったが, 当然媒の専門家とし
てであった. 先生が媒だけでなく甲虫, 特にタマム
シの研究をされているのを知ったのは, 大学に入学
してからのことであった. 私もi集以外に甲虫にも興
味を持つようになり, 友人に誘われて「甲虫談話会」
に出席したときのことであった. なんと談話会を主
催されている背の高い紳一t:が黒澤良彦先生であった
のには驚いた.  しかも, その後縁あって先生といろ
んな形でお付き合いいただくようになろうとは, そ
のときは予想もしなかった.
それは確か大学 3 年の頃であったと思う. 当時,
上野の国立科学博物館本館に動務されておられた黒
澤先生を, 初めてお訪ねしたおばろげな記憶であ
る. その頃, 大学で昆虫学を専攻しだした私は, す
でに研究テーマを蝶でも甲虫でもないアザミゥマに
しょうと決めていたのであるが, 蝶や甲虫に対する
興味も持ち続けてはいた. そんな折, 当時御指導を
仰いでいた渡邊泰明先生が黒澤先生をお訪ねになる
と言うので, 無理を言っていっしょに連れて行って
いただいたのである. そのときの自己紹介で や甲
虫が好きであるが, 大学ではァザミウマの研究をし
ようと思っていることをお伝えすると, 先生は 「黒
澤違いだな」 と言って笑われたのを今でも鮮明に覚
えている. アザミウマの研究をされていた故黒沢三
樹男博士のことを言われたのである. 残念ながらそ
れ以外の会話の記憶はすでにない.  ともあれそれが
先生と交わした初めての会話であった. その後, 先
生のところで標本整理のアルバイトをしたり, なぜ
か甲虫談話会の機関誌「甲虫ニュース」 の編集を任
せられたり, 先生には特に親しくしていただいた.
採集旅行にもよく同行させていただいた. l982 年
の夏, 山梨県の三ツ峠山に同行させていただいたと
き, 当地にキベリカタビロハナカミキリが多産する
ことを発見したのだが, それをノリゥッギやイケマ
の花から採っている時に真っ黒のフタコ ブルリハナ
カミキリをいくつか得た. 先生は「ひょっとすると
ここのァオジョウカイは黒いのかも知れないよ」 と
おっしゃりァオジョウカイを探すように言われた.
フタコブルリはァオジョウカイにべ一 ツ型の擬態を
しているとのご推測からであった. はたして個体数
こそ少なかったが, 採集されたァオジョウカイはど
れも真っ黒であった. 5-6 月に多く見られるクロ
ジョウカイと見まがうほどであった. その折, 先生

博物学者としての黒沢先生,
その先生に青てられた私

高桑正敏

黒沢良彦博士が, この2 月に他界へと旅立たれて
しまった. 先生のご病気は伺ってはいたが, 学生時
代から何かと目をかけていただいてきただけに, 万
感迫る思いがある.

No. 134 (July 2001)

から興味深い擬態のいろんな仮説をお聞きしたが,
後に保育社の原色日本甲虫図鑑(I) にその時得られ
た標本とともに解説されておられる (P21, P l29 -
l30). 今でもその標本写真や解説を見ると, 先生と
ともに各地を採集して廻り, いろんな興味ある昆虫
のお話を聞かせていただいたことを, つい最近のよ
うに思いす. 先生はよく 「博物館は研究するには良
い職場だが, 後継者を育てるシステムに欠けてい
る」 と言った意味のことをおっしゃっておられた.
そのためか, 当時昆虫学を志していた学生や大学院
生を大切にされていたし, 年齢を問わず在野の同好
者との交流を大切にされた. 甲虫談話会を主催され
ておられたことでもその一端が垣間見れると思う.
よく , 先生は 「クロサワカミナリハムシ」 とか 「ア
オスジタテハ」 とやゆされたが, 確かにそういう一
面はあり, 否定しないが, それ以上に私たちを大切
にしてくださった. また, 博物館をリタイヤされて
からは, その頃私が勤務してい束京農大の世田谷
キャンパスを時折お訪ねになられた. 岡本町のご自
宅から近かったし, 「 '老人パス' でバスに乗って来
たよ」 と笑いながら来られ,  たいていはJunkのカ
タログなどの文献調査をされていた. 研究のじゃま
になるからと, お茶などをお勧めしても, 強くご辞
退される事が多く , かえって恐縮したことを思い出
す. 私たちは先生が現役の頃, 先生の研究室を訪れ
ては, あっかしくもどっかと座り込み, いっまでも
話し込んで先生の研究のじゃまをしていたのであ
る. 1999 年の12 月だったと思うが, 思いっいて家
内と先生のご自宅にお見舞いに行った. 先生はその
頃入退院を繰り返しておられると聞いていたのだ
が,  ご自宅におられるらしいとの情報を得たので,
思い切って行ってみたのである. ちょうど奥様はお
出かけで, 玄関をあけて出てこられたのは先生ご自
身であられたのには驚いた. そのうち帰宅された奥
様ともどもことのほか喜んでくださり,  しばらく話
し込んでしまった.  また, その1 ケ月後の2000年
1 月にもお伺いしたが,  生身の先生とお会いしたの
はそれが最後となってしまった. 先生は '後継者を
育てるシステム'  こそ持っておられなかったが, そ
れでも多くの後継者を育てられたと思う. 私は先生
の足元にも及ばないが, 先生の後継者の一人として
ここに名乗りをあげておきたいと思う.
最後に, 我が師である黒澤良彦先生のご冥福を心
よりお祈りしたい. (東京農業大学農学部)

私は甲虫ニュースに育てられたと本誌100号記
念に記した. その甲虫ニュースの創始者の1 人であ
り, 長く主宰されてきたのが黒沢先生であった. 「高
桑君, どんどん原稿を書きなさい」 と勧められるま
まに原稿をお持ちすると, その場ですぐ添削してく
ださった日々がなつかしい. また, 昆虫に関するい
ろいろな知識を授けてくださったばかりか, お手持
ちのハナノミの別刷や標本を意与くださったり, 記
載文を書くなら 「昆虫学術語辞典」 (石田, l 933, 丸
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善) を座右に置いていたほうがいいと, 蔵書をまる
まるコピーさせてくださったりもした. 辛口の批評
をされることがあったせいか, 怒ると怖い先生だと
いう評判があり,  じっさい何かのときだったかその
片鱗を垣間見たこともあったような気もするが, 私
にはとても優しく 親切で,  ときには飲みに連れて
行ってくださったりした. 甲虫ニュースに育てられ
た,  と記したが, 私は実際には黒沢先生によって育
てられたと言うべきかもしれない.
先生が生涯かけて分類学的な研究の対象とされて
きたのは,  もちろんタマムシ科である.  しかし, 興
味をもたれた分類群はそればかりでなく , 甲虫以外
の多くの目 (たとえば鱗翅類からトンポ類, 同翅類,
双翅類, 膜翅類, 直翅類など) にも渡っていたよう
に思う. 研究室にお邪魔すると,  どうだと言わんば
かりに 「これなんかなかなかいいだろう」 と展翅・
展脚中のそれら美しい標本を見せてくださったもの
である.  とくにお好きだったのが大型種や美麗種,
擬態種, あるいは奇抜な形態をもった種であったこ
とは間違いないだろう. 足腰を弱くされてからも,
インセク ト ・ フェアなどの即売会においでになり,
出品された標本を熱心に眺めておられた.
分布地理学的な考察もひときわお好きだった.  ご
く狭い地域から広大な地域に関連したものまで, ま
た特定の種から広範な分類群を扱ったものまで, 分
布地理に触れた論文は多数にのぼる. なかでも, 古
伊豆半島の成立を想定した分布論は説得性があっ
て, じっに興味深いものだった. 私自身それを読み,
また先生からお話を伺ううちに, すっかり伊豆諸島
のおもしろさに引き込まれてしまい, 伊豆の島々に

第 l34 号 (2001 年7 月)

足繁く通う ことになったのだと思う. 古伊豆半島説
は地史の分野からはいまのところ否定的だが,  ミク
ラミヤマクワガタはじめ, そう考えなければ伊豆諸
島での分布を説明しづらい生物が少なからず存在す
るのも事実である.
擬態など収敏現象について語られることもしばし
ばで, その鋭い視点に何度も感心させられたもので
ある. たとえば, 八重山諸島におけるシロオビアゲ
ハのベーモン型雌の增加がべニモンアゲハの進出に
よって短期間に引き起こされたという説は, 当時は
信じ難かったものではないだろうか. また私自身,
ジョウカイボンとハネビロハナカミキリ,  ツマグロ
ハナカミキリ2種との関係はじめ, ジョウカイポン
科とハナカ ミキリ類との形態の類似性は, 先生に指
摘されてはっきりと意識するようになった. 私が昆
虫の擬態関係にひときわ関心があるのも, 先生の影
響が強いと思われる.
このように黑沢先生は,  タマムシ科の分類学的研
究の第一人者であると同時に, 昆虫のさまざまな現
象面に先駆的かつ独創的な仮説を提唱されてきた.
まさに博物学者という名にふさわしい.  しかし, そ
の双方を満足させるような業績を挙げることは, 非
常に難しいことと身をもって感じている. それを成
し遂げた先生には, ただただ敬服するしかない.
黒沢先生をこうして回想してみると, 私自身がこ
れまで興味をもって行ってきたことは実績とスケー
ルこそ違く及ばないにせよ, 先生とよく似ているこ
とに気づく . やはり私は, 黒沢先生によって育てら
れたのかと, つくづく感じ入ってしまう.

( 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館)

アオ研の頃

新里達也

かれこれ7 ~8 年前に通るが, 当時新宿落合に
あった私のオフィスで, 毎月第4 月曜日の午後に,
アオカミキリ研究会というサロンが開かれていた.
通称アオ研と呼ばれていたこのサロンは, まったく
の私的な集まりで, 黒澤良彦先生を囲む形で, 高桑
正敏さん, 大谷卓也さん, それに私の 4 人だけで
こっそりと行われていた.  したがって, 部外でその
存在を知る人は, たぶん片手く らいのものだった
し, 周知させメンバーをあえて募ることもしなかっ
た. なぜ, 月曜日という平日で,  さらに昼日中に開
いていたかといえば, それは高桑さんの動務する博
物館の公休にあたり, 大谷さんが土日は競馬で忙し
いからムリという, あまりよくわからない理由から
であった.  もっとも, 黒澤先生はすでにリタイヤの
身で毎日が日曜日であったし, 私の方も今ほどには
仕事が忙しくはなかった.
そもそもこの集まりは, 大型美麗昆虫が大好きな
黒澤先生が, アオカミキリに造脂が深いことを受
け, 新らしもの好きの高桑さんが音頭を取り, 始め

られたのであった. そして, 大谷さんの生業は標本
屋で, そのルートを使って集められたァオカミキリ
のコレクショ ンは結構なレベルとボリュームを誇
り,  この豊かな材料を使って何かできないものか
と, 皆で考えたのである. 実のところ私は, 大型昆
虫はむしろ苦手であって, アオカミキリに関して,
そのときまでまともな知識を持ち合わせておらず,
むしろこの機会に少しは勉強するかと考えていた程
度の消極メンバーであった.
その当時の黒澤先生は, まだかくしゃくとされて
いた頃であり, アオ研が始まる時刻のだいぶ前から
お見えなることが常で, 私の仕事を何かと邪魔して
くれるのが, 月例となっていた.  またあるときは,
PotyzonusとAnubisいう熱帯アジアに分布する青
縞模様のアオカ ミキリの一群をインロー箱いっぱい
に詰めて持って来られ, 先生がわかる範囲で調べら
れたその先を私にやれといって, 半ば強引に押しっ
け, 帰っていかれた.
それでも,  メ ンバーは誰ひとり欠席することな
く, 当番制で話題を持ち寄りながら, それをもとに
熱心に議論や楽しい推論を重ねたような気がする.
アオカミキリ分類の現状をあまりご存知のない方
は意外に思われるかもしれないが,  この仲間は体長
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が30~40 mmを超えるような大型のものでも未記
載種が多く, 属以上の高次分類はひどく混乱してい
る. 手をっけようとすると,  これはこれでかなり本
腰で取り組まなければならない代物なのである.
しかしァオ研はあまり深く考えない集まりであっ
たので, そのような泥沼を無謀にも黙殺しながら,
約1 年ほどの期間会合を続け, そしてある日, 忽然
と自然解散してしまった.
解散の理由はいろいろあったのだが, 皆の熱意が
そこまでであったのだろう. ただ, 黒澤先生だけは,
この月曜日を楽しみにされていただけに, 何とも申
し訳ないような気持ちが残った. メンバーにとっ
て, アオ研の目的のひとつは, ロにこそ出していわ
なかったけれども, やや引き電もりがちになりつつ
あった先生を呼び出す口実づくりでもあったからで
ある. 先生を励ますための会は, 先生を少し失望さ
せて休会ということになった.
その後, 大谷さんが競馬でこっぴどくやられたこ
とが主な原因で彼のコレクションが売りに出され,
それを私が引き取ることになり,  またこの弾みで標
本収集を精力的に行ったため, 私は今かなりのアオ
カミキリお大臣ということになっている.  アオ研
は, 標本の集積という, 少し生臭い適産をもたらし
てくれたことだけは確かであった. ただ, 研究の方
はいまひとつ進んでおらず, 高桑さんと私はァオカ
ミキリの論文をほとんど書いていない. だいぶ前に
なるが, 黒澤先生が「大型種は老眼で目が利かなく
なってからやればよい」というようなことをいわれ
ていたことがある. であれば, 私たちは先生の教え

No. l 34 (July 2001)

を, 今のところ忠実に守っていることになる.
黒澤先生が亡くなって四十五日が過ぎようという
ある日曜日のことである. その日はよく晴れわた
り, 庭の山桜が今まさに満作の花を湛えていた.
私は書斎の窓を開け放ち, 久しぶりに標本箱の薬
替えを行っていたのだが, 棚積みの箱を整理するう
ちに, いっのまにか見覚えのある年代物のインロー
箱を手にしていた. それはァオ研の頃に黒澤先生が
私に託された青結模様のアオカミキリの箱で,  もう
だいぶ前から棚の隅で忘れ去られていたものであ
る.
私は, 懐かしさと虫害の不安が入り混じった複雑
な気持ちで, そっと埃のかぶったその蓋を開けてみ
た. 朝の淡い日差しのもと, 防虫用のナフタリンの
蒸せかえる匂いとともに, 整然と並べられた金緑の
一群の標本は, 幸いなことに, 昔と変わらずキラキ
ラとまばゆく輝いていた.
「標本が基本だよ」往年の研究室で, アオカミキリ
に針を打ちながら, 先生はよくそのようなことを
おっしゃっていた. いま私が抱えた箱のなかで, 脚
をやや浮かせたような独特の展脚の癖, 小さいけれ
どやや太い活字ラベルは,  まさに黒澤流以外の何物
でもない. 先生とはひとまず幽明境を異にするが,
あの頑固な職人気質と子供のようなアマチュアリズ
ムは私の腕のなかに今も息づいているのである. 標
本を眺めるているうちに, ふいにあの頃の怖いけれ
ど無邪気な先生の笑顔が思い出された.

(東京都国分寺市)

黒S,良彦博士を假んで

多摩夢子 (佐々治寛之)

長崎の一高校生だった私は広範に虫が好きだった
が, 取り分け甲虫が好きだった. そしてそれまで極
珍種とされていたモンキタマムシの多産地を発見す
ることがきっかけでタマムシに取りi閨Aつかれる.  タ
マムシ科を専門にやろうと, 国立科学博物館の黒澤
良彦先生の指導を仰ぐことになる.  といっても長崎
の高校生が東京まで出かけて教えを乞う訳には行か
ない. 文通によるものだった. その成果は高校3 年
の2 月, 長崎県科学教育展で 「長崎県のタマムシ
科」のレポートは教育長賞を受けた( l954).
やがて私は九州大学に昆虫分類学をやろうと入学
した. 教養部の, 指導教官の白水 隆先生に将来の
進路について相談した. 農学部の安松京三先生にも
相談した. 出来れば高校からの延長でタマムシ科の
分類をやりたかった. 「日本のタマムシ科は黒澤さ
んの独壇場で今から君がやる隙間はあまりない」 と
の意見. 天敵学者でもある安松先生の奨めもあって
テントウムシ科を中心にやることになった.
それでもタマムシへの執着は容易にうすれない.
その具体的な現われは, 「九州産タマムシ科雑報 (1)

Trachys属」 (筑紫の昆虫, 1955) に見られる. 専門
的な研究はすでにヒラタムシ上科に移行していた
が,  タマムシはやはり関心事であった.
私が黒澤博士と直接知り合った時, 先生はすでに
科博においでであったが,  しばらく九大においでに
なったことから, 同門の兄貴分としての親しみがあ
り, 上京する度ごとに博士を訪れ, 時には昼食をご
馳走になり,  タマムシ談義を重ねた.
その後もずっとタマムシに関心を持ち, 「多摩夢
子」 なる雅号で雑文を書いたりもしたが, 研究対象
というよりも趣味の虫といった方が良かろう. 先生
もそれを良く ご存知で, 新しい情報があればその都
度見せて下さった.
黒澤先生は私にとって, 出発点はタマムシを通じ
ての恩師であるが, 私自身が広範な甲虫分類群を手
がけるようになったこととも関連して, 分類学, な
かでも生物地理学的分野, 昆虫の分布論について多
くの御指導をいただいた.
いま手元に 「テントウムシの自然史」 なる小さい
本がある. もし, 50年ほど以前黑澤博士がタマムシ
をやっていなければ, テントウムシの代わりに 「タ
マムシの自然史」 を私は書いていたかもしれない,
などと余計なことを考えて黒澤博士を偲んでいる次
第である. (福井県坂井郡)

- 7 -
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黒澤さんの逝去を む

佐藤正孝

人間, いっかはこの世を-;ii:らねばと判っていなが
ら, 近年, 私自身の年のせいもあってか恩師として
きた方々 の口ト報に接することが重なり寂しい思いを
することが多くなってきた. そこへ黒澤さんが亡く
なられたとの報に, 体調が芳しくないことを耳にし
ていただけにやはり来るべきものが来てしまった
と, 寂しさと惜念の思いで一杯である.
数10年に波る長い親交であったことが, 走馬灯
のように駆け巡る. 色々 と教えていただいたこと,
若き日にフィリピンの山中でクマバチの巣穴から出
てくるヒラズケ' ンセイや海岸でハンミョウを競い
合って採集したこと, 博物館を訪れる度に夕食に必
ずトンカッをご馳走になったことなどなど, 思いは
尽きない.
タマムシをはじめ美しい虫の好きな黒;澤さん, そ
れを生物地理学的な手法で解析された思考,  まだま
だ残された問題が山積で研究をつづけられたいご意
向をよくうかがったものである. 「君, このことをど
う思うかね」 とよく意見を聞かれたものである.  し
かし, それも叶わなくなってしまったことは, 惜し
みても惜しみ足りない.
酒の飲めない黒澤さんとは, あるいは飲めない私

偉大なる虫好き

酒 井 香

黒澤良彦先生は,  タマムシの世界的権威であり,
ひろく昆虫全般に深い知識と見識を有する学者で
あったが, それ以前に, いっまでも昆虫そのものに
対する情熱を失わない 「偉大なる虫好き」 であった
と思う. そう考えることは先生の学識や業績をなん
ら軽んじることにはならないし,  また,  アマチュア
のよき理解者であり相談相手であり続けたのは, そ
れが一番の理由だったのではないだろうか.
黒澤先生とお付き合いさせていただく ようになっ
たのは, 科学博物館の動物研究部長を退官される少
し前の頃で, 某標本商でハナムグリを漁っていると
先生がお見えになり, 言葉をかけてくださったのが
きっかけである. その当時, 先生はハナムグリに関
する論文を何編か書いておられ,  タマムシとともに
この分野でもわが国の第一人者であったので, それ
からいろいろと教えを請うようになった.  こちらが
科学博物館にうかがったり, 先生がわざわざ拙宅に
足を運んでくださったりもしたが,  もっとも頻繁に
お会いしたのは標本商と年に何回か開催される 「イ
ンセク トフェア」 (昆虫展 ,i、即売会) の会場であっ
た. お元気であった頃は「インセクトフェア」 はほ
ぼ毎回顔を出され, 標本商にもしばしば訪れて, ァ

第134 号 (2001 年7 月)

1977 年フィリピン, バキ'オの、インホテルの前.
に付き合ってくださったのか, 紅茶で議論した思い
が深い. そして, 「私の退職後は君がきてくれよ」と
よく言われ, 「はい」 と答えていたものの, 実際の機
会があった時に, 私の家庭の事情でお断りせざるを
得なかったことは思い出しても申し訳ないことをし
たものであった. かといって, 黒澤さんの学識を継
げるだけの力も無い私, その一部でもと努力してい
る現状でご勘弁ください. 今後とも天界から見守っ
てくださいと勝手なお願いをし,  どうか安らかに極
楽で美しい虫たちと雑事にとらわれることなく楽し
く戯れてくださいと筆を置きたい.

( 名古屋女子大学)

ジア産を中心とした世界各地の標本をチェックされ
ていた. 実に熱心にそして時間をかけてご覧になる
のが常で, 学識や実績は当然として, 「虫好き度」で
もとてもかなわないと思ったものである.  とにかく
標本収集にかける意気込みと熱意は突出しており,
また, そういう方だからこそ多くの人達が協力を惜
しまなかったようである. 科学博物館の膨大なコレ
クションも, . F澤先生の存在なしに語ることができ
ないことは, 誰しもが認めるところであろう.
標本にまつわる思い出はいくつもあるが,  タイの
採集ツアーにご一緒したときの印象はとりわけ忘れ
がたい. その旅行は採集の方ではほとんど成果がな
く , 標本購入が主となったのだが, チェンマイのホ
テルで現地の標本商が持ち込んだ甲虫を眺めている
と, 突然「しめた ! 」 という黒澤先生の大声. 何事
が起こったかと驚いたが, なんでもタマムシの属を
考えるとき非常に重要な種があったというのであ
る. その嬉しそうな表情は, 初めてカブトムシを
採った昆虫少年のそれとなんら変わるところがな
かった. また, ひそかに集めていた東南アジアのオ
オキノコムシ属Encaustesをお見せしたときには,
あまりにも熱心にご覧になるので, 「必要なものが
あったら差し上げます」 と申し上げたところ, その
20分後に我がオオキノココレクションは壊減的な
状態になっていた. それでいてしくじったという気
にはならず, むしろ喜んでもらえて嬉しいと思わせ
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るところが先生の人徳であろう. ある年の初めには
「腰を打って自由に出歩けなくなったので, 面白そ
うなタマムシがあったら手に入れておいて欲しい」
と依頼があり, よくわからないものの適当に見結っ
て何度かお送りしたこともある. 後日「興味深いも
のがたくさんあり大喜びしております」 とお手紙を
いただき, 実際にそのなかのいくつかは,  しばらく
してEtytraに新種, 新亜種として記載された.
一方,  こちらもしばしば貴重なハナムグリ (やタ
マムシ ! ) を頂戴し, また, 益本仁雄さんと台湾の
ハナムグリを調べたときには, 科学博物館のコレク
ション使用の便宜を含めて, 全面的なご支援を賜っ

No. 134 (July 2001

た. ひろい人脈を駆使し,  ときには自ら経済的負担
をしてまで標本を集められたのは,  ご自分の研究用
ばかりではなく , 昆虫を調べようとする多くの研究
者のためでもあったことを忘れてはなるまい.
わずか20年たらずのお付き合いであったが, そ
の間に教えていただいたことは数え上げればきりが
ない. つまるところそれは “昆虫の面白さ” そのも
のであったような気がする. 黒澤先生は亡くなった
が, その教えを守り,  これからも大いに虫を楽しん
でいきたいと思う.
謹んでご冥福をお祈りいたします.

(東京都大田区)

黒3,先生の思い出
川田一之

映画界に世界の黒澤がいたように, 昆虫界にも世
界の黒澤がいた. ともに後世に残る業績を残した.
一種近寄りがたい雰囲気と言うか威厳を備えた人
で, 亡くなる直前まで自分の愛した仕事に取り組ん
でいたことまでよく似ている.
と書いてみたがやはり私にとって黒澤良彦博士
は, プロ野球の王, 長i島のようにあこがれの人であ
り, やはり先年亡くなられた中根猛彦博一t :とともに
もっと元気で長生きをして頂きたかった.
私は黒澤先生とは中根先生ほど親しくお付き合い
頂いた方でないが, サインポールならぬ別刷を頂い
たり, 鞘翅学会や科学博物館で気楽にお話させて頂
く機会に恵まれたのは大変幸せだった. 最近になっ
て世界のクワガタムシの名前もかなり容易に調べら

れるようになったが, 20数年前は先生が第一人者
で, あるとき私は先生に 「先生東南アジアのクワガ
タをみんな書いてくださいよ」 と言ったら先生は真
顔で「じゃあ君が雄, 難そろいで採ってきてよ」 と
言われてすぐにニコッとされた事がつい先日のよう
に思える.
近年はパーキンソン病を患われていながら鞘翅学
会やインセクトフェアにしばしば足を運ばれわずか
な段差でさえ苦にされている (肩をお貸ししたこと
もあった) にもかかわらず, 虫に対する旺盛な意欲
を見せられていたことは我々 も見習わねばならない
と思う.
二人の偉大な先生があい前後して逝去されひとつ
の時代が終わったと感じた方も多いはずである.
先生のご 福をお祈りするとともに, 幽冥の境を
越えられたが天上からお元気なころの威厳のあるこ
わい声で我々 を叱咤していただきたいものである.

(神奈川県川崎市)

黒薄先生に頂いた別刷

妹尾俊男

黒澤先生と初めてお話したのは,  l976 年,  私が
東京農大の昆虫学研究室に入り,  ヒゲナガソウムシ
を めだした頃であった. 甲虫談話会の採集会で,
蔵王のかもしか温泉へ向いながら採集している時,
「何を採集しているのかね」と, あの大図鑑の黒澤良
彦先生にお声をかけて頂き, たいへん感激したのを
覚えている.  ご指導ご鞭撻をお願いし, いくらかの
の赤い小さなノミヒゲナガソ'ウムシが入った殺虫
管をさしだしたところ, たいへん興味深くご覧に
なった.
それ以来, 上野の博物館で開かれていた甲虫談話
会の例会の後, 各テーブルから灰皿を回収し, 地階
にあった普及課へ黒澤先生と一緒に持っていき, 簡
単に洗って返すのが價例になったが, それがとても
嬉しかった.
のちに黒澤先生のところに特別研究生として2
年間置いて頂き, 東洋のヒゲナガソ'ウムシと生物地

- 9

理に関する研究をおこなう機会に意まれた. 標本室
の一郭に机と先生ご愛用のライッの顕徴鏡を貸して
頂いた. そして, 「妹尾君 (いっも尻上がりの口調で
呼ばれていた), もし欲しい別刷があれば, そのロッ
カーの中にあるから持っていきなさい」 「全部いい
ですか」 「あ一いいよ」 それで l 部ずつ丁寧に抜き

一

筑波の林業試験場の被原さんのところに行った時の写
真 (1987 年12 月 )
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「甲虫=ユース100号発行記念のタべ」 でスピーチを
されている黑1奉先生 (1992 年12 月)

出し, ずっしりと重みを感じながら持ち帰った. そ
の日は朝まで読みふけった. 『タマムシ科の分布か
ら見た小笠原諸島の昆虫相の起源』 「日本産港葉性
タマムシ類 3 種の分布に及ぼした黒潮の影響」 「伊
豆諸島特産種ミクラミヤマクワガタの系統と分布」
『東亜産ウバタマムシ属の分布地理学的知見による
再検討』 などは当時の私にはとても新鮮で, 何度も

第 134 号 (2001 年7 月 )

何度も読み返した. 今でも心に深く残っている. 他
にも『対馬のクワガタムシ』「日本産エソゼミ属の分
布地理』 『春の蝶』 『中国の 」 『高山の媒たち』 など
の興味深い論文がたくさんあり,  これらが私の生物
地理の原点になっている.  また読み物としては 「わ
が10代を語る」 が先生のお若い頃の写真付きで,
昆虫を1通集されるようになったきっかけなどが語ら
れている.
お昼はいっも近くの中華料理店で五目そばを食べ
られ,  3 時のお茶菓子がない時にはその帰りに私の
好みにあわせて買って下さった. また, 「きのう標本
商に行ったついでに」 と大型で見栄えのするヒゲナ
ガソ'ウムシを買ってきて下さったことも度々あっ
た.  1984 年の科博の研究報告には,  ヤンバルテナ
ガコガネの記載のすぐ後にヒゲナガソ'ウムシの2
新種の記載を載せて頂いた. 「ヤンバルテナガの記
載をコピーすると, 僕の1 頁目が必ず付いてきます
ね」 と言ったらお笑いになっていた.
黒澤先生に分布地理と人の強さと優しさを教えて
頂いた. 心よりお礼を申し上げ,  ご冥福をお祈り申
し上げます.

(中央大学附属高校)

クロサワミヤマクヮガタ台湾 i新竹 の記録

境野広行

クロサワミヤマクワガタ Lucanus kurosaωal SA-
KAINo は台湾の台中県及び南投県の数ヵ所の山地よ
り得られた標本をもとに記載された, 小~中型のミ
ヤマクワガタ属の l 種である. 記載以来5 年以上が
経過するが, 稀な種のようでその間の追加記録も見
られず, 同属の他種, とりわけ外見的にもよく似て
いるク リイ ロ ミヤマクワガタ L k an oi Y . K URO-
SAWAとの分布的な関係なども,  何ら特筆すべき知
見が加わることもなく現在に至っている.
今回華者は, 記載以後に見ることができた標本の
中に, 従来知られていなかった産地のものを認めた
ので記録しておきたい.

l f , 台湾省新竹県五峰郷大鹿林道 (観霧付近, 標
高約2,000m), 1. VI. 1995.
者の手許にあるのは上記の1 f だが,  同時に数

頭が採集されているので, 本種の生息環境としては
安定した地域と言えるようで, 分布域も僅かながら
北に拡大したことになる.  また, 同地は今まで, 昆
虫類の調査採集がどちらかと言えば手薄な地域で,
今後, 調査が進むことを期待したいが, 一方では'=.'
觀国家公園 (国立公園) の指定地域と隣接している
ので, 採集活動には注意を要する.
さて, 本種の種名は言うまでもなく故黒澤良彦博
士に献名されたもので, 筆者としても特別な思い入
れがあって記載した種である. 黒澤博士は周知のよ
うにクワガタムシ類も大変お好きだった方で, 特に
ミヤマクワガタ類には世界的な視野で並々 ならぬ興
味と情熱を持っておられた. 筆者も学生の頃より,
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黒澤博 tにはいろいろと ご指導頂き, 随分とお世話
にな っ た一人として, 何かの形で恩返しがしたい
と, ずっと以前から考えていた経緯があったからで
ある.

kurosaωalの種名を持つ甲虫は数多く , 既にクヮ
ガタムシ科にも存在していたが, 当時本命とも言え
るミヤマクワガタ属にはまだ無かったので, 博士ご
自身が命名された kanoiやmiωalなどのかっての
台湾昆虫界の大御所とともに, 是非とも名を連ねて
頂きたいと考え, おこがましいながらその機会を
窺っていた. その間, 数種の新種の発見があったも
のの, 華者の抱いていた思いとは要腹な結果が続
き, 切歯扼腕し焦燥する日々 を過ごしたが, 本種に
よってようやく積年の宿題を果たしたような気持ち
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で, ほっとしたものである.
生前の博士と, 本種の分類学的な見地で意見を交
換したりすることはほとんど無かったが, やはりミ
ヤマクワガタ属にkurosaωalが加わったことを大
変喜ばれていたと後に伝え聞き, 今となってはお元
気な間に実現できて本当に良かったと思っている.
なお, 本種の和名については, 記載時に筆者が提
唱したものがあるが, 既に一部では表題のように呼
ばれており, 故人を永違に讚える意味ではこれにす

No. l34 (July 2001)
ぐる名は無いとの思いもあり, いまさらではあるが
本稿で改称したい.
最後になりましたが, 黒澤博士のご冥福を心より
お祈り申しあげます.

参考文献

境野広行, 1995. 台湾産ミヤマクワカタ属の1 新種. 月刊
むし, (292): 4-7, pl 2.

(鎌倉女学院)

琉球列島の甲虫相とその保全, nl )

佐 藤 正 孝

3.  甲虫類で保全を要する環境要素とそこに生息する種
琉球列島における甲虫相は, 島l興そのものが南北に長く点在することと, 甲虫類の種類が多いことなどの反
映から, その内容が多様を極めていることは当然といえる. そこで, 甲虫類の保全に対する問題としては, 環
境圧に対しの現在的状況から, 琉球列島で各種の開発に直面し生息環境が著しく悪化している環境要素をあげ

22

図22.  伊良部島の海岸.
図23.  座間味島の海岸.
図24.  沖縄本島備瀬崎のサンコ礁

國25.  沖總本島大浦川の河口付近

1' SAT0, Masataka: The Coleopteran Fauna of the Ryukyu Archipelago and its Conservation. Ii
- l l -
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て,  そこで激減している種の中から固有種を主体と してまとめてみた.  なお, 個々 の種については, 一連の報
告である朝比奈(1989a,1989b, l990) の中に解説があるので参照されるとよい. いづれそれらも総合的にまと
めてみたい.
1)  海岸線の各種汚染によって,  サンゴ礁を含む岩礁地帯に生息する種は大きな打撃を受けている.  水溜り
に生息するゲンゴロゥを除いては, 満干線に生息している種であるが,  これらの生態についてはほとんど
判ってない現状である.
ウミホソチビゴミムシ Pen' ieptus monmotoi S. UtN0
ァサヒナホソチビゴミムシ Pen'iePtus asa加nai S. UtN0
ミナミキバナガミズギワゴミムシ A rmatociuenus seti corne (LINDROTH)
キイロキバナガミ ズギワゴミムシ A rmatocl uenus kasaharai (HABU)
クロキバナガミズキヮゴミムシ A rmatoci uenus tokunoshimanus NAKANE
ッッイキバナガミズギヮゴミムシ Armatoci11enus tsutsui i S. UtNo
ホソウミハネカクシ Bryothinusa minuta (SAWADA)
ナカネゥミハネカクシ Bryothinusa nakanet (SAWADA)
キイロウミハネカク シ B ot加'nusa tsufsuzi (SAwADA)
ェサキサンゴハネカクシ Brachypronomaea esakii SAWADA
ト カライソ ジョウカイ モドキ Laius miyamotoi NAKANE
チャイロチビゲンゴロウ Liodessus megace1)halus(GSCHWENDTNER)
上記の種の主な生息地を挙げると, 次のような島や地名となる.
中の島船倉, 宝島, 奄美大島住用川河口, 沖縄本島奥,  大浦川河口,  石垣島名蔵川河口, 西表島浦内川
河口, 後良川河口.

図26. 与那国島博舞湿原.
図27.  与那国島田原水源で改変された流水域の現状
図28.  西表島ヵンビラーの滝.
図29.  石垣島白水渓.
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図30.   キイロキバナガミズギワゴミムシArmatoctuenus kasaharm' (HABU). (笠原,  1980)
図31.   クロキパナガミズキワゴミムシArmatoci llenus tokunos加'mam‘s NAKANE. (笠原,  1980)
図 32. ミナミキバナガミズギワゴミムシArmatoctuenus seticorne(LINDRoTH). (笠原,  1980)
図33.   ッッイキバナガミズキ'ワゴミムシArmatoctuem‘s tst‘tsuti S. UtN0. (UtN0. l955)

2)  砂浜は, 海水浴などの観光地化や護岸堤防の建築によ って環境改変が進み, 甲虫類の生息環境が奪われ
ている著しい現状がある.
シロヘリハン ミ ョウ Citlindela yuasai okinaωense (HoRI et CAssOLA)
ヤェヤマケシガムシ Cercyon yayeyama CHOJ0 et M. SAT0
ルリキオビジョウカイモドキ lntibia takaraensis (NAKANE)
スジケシマグソコ ガネ Odoch ilus conυoxus NoMuRA
サキシマケシマグソコガネ Psammodius kondo i MAsuMoTo
ヤェヤマオオスナゴミムシムシダマシ Gonocephahim kondoi MAsUMoT0
上記の種の主な生息地を挙げると, 次のような島や地名となる.
宝島, 奄美大島アヤマル , 笠利i甲, 徳之島花徳, 沖縄本島辺戸●甲, 宜野座, 石垣島名蔵, 川平, 西表
島白浜, 千立, 大富, 古見, 与那国島祖納, 比川.

3)  山地帯におけるダムの構築や河川改修などの開発工事によって, 渓流のような良好な流域環境が多く失
われ, そこに生息する種にとっては大きな打撃となっている. 多くは水中に生息する種であるが,  ゴミム
シ類のように水辺の石下に生息する種もある.
アマミナガゴミムシ Pterostichus PlesimorPhus NEMoTo
スジダカヤセヒラタゴミムシ Ischnagonum canmgerum KAsAHARA et M. SAT0
イリオモテミズギワゴミムシ Bembidion satoi MORITA
ヤェヤマコオナガミズスマシ Orectochaus yayeyamanus M. SAT0
オキナヮオオミズスマシ Dineutus meuyi RtGIMBART
ウェノチビケシゲンゴロウ Microdytes uenoi M. SAT0
フ タ キポシケシゲンゴロウ Auopachna bimaculata (M. SAT0)
オキナヮマルチビガムシ Pelthydrus okinaωaensis NAKANE
ァマ ミマルヒラタ ドロムシ Eubrianax nobuoi M. SAT0
イハマルヒラタ ドロムシ Eubr iana:x iha i CHOJ0 et M. SAT0
ノム ラ ドロムシ Nomuraelmis amamiensis M. SAT0
ウェ ノ ッ ヤ ドロムシ Urumaetmis uenoi (NoMURA)
上記の種の主な生息地を挙げると, 次のような島や地名となる.
奄美大島役勝川, 住用川, 河内川, 湯湾岳, 徳之島三京, 沖縄本島羽地大川, 源河大川, 辺野喜川, 漢
那福地川, 大浦川, 与那川, 石垣島名蔵川, 西表島白浜, 浦内川, 仲間川, 仲良川, 与那国島田原川.

4)  湿性環境は, 琉球石灰岩に代表されるような基盤となる地質の関係もあり, 湿地が形成されにくい状況
である. 少ない上に, 海岸地域に存在した湿原は人間生活との関係でもうほとんど無くなってしまってい
る現状である.
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ミズモグリゴミムシ H,o1oleius ceylamcus (NIETNER)
フタホシクロクビナガゴミムシ Mimocouiuris msulana HABU
イシイクビナガゴミムシ 0p加onea ishiti HABU
ォォイチモンジシマゲンゴロウ Hydaticus paclftcus AUB1l
フチトリゲンゴロウ Cybister limbatus(FABRICIUS)
ヒメフチトリゲンゴロウ Cybisterυentratis SHARP
リュゥキュウヒメ ミズスマシ Gynnus ryukyuensis M. SAT0
上記の種の主な生息地を挙げると,  かなり限られるが, 次のような島や地名となる.
中之島大池, 沖縄本島山原, 池間島, 与那国島樽舞湿原.

5)  良好な森林は多様な環境として, 草木, 樹木, 花, 倒木など植物をめぐる種, 林床に生息する種など多
くの群に含まれる種が見られる.  しかし,  これらの森林は開発の波にかなり危険な状況にあるといえる・
ャ ェ ャマク ビナガハン ミ ョウ Couyns 1oochooensis KANO
オオ ヒゲブトハナムグ リ
ヤンバルテナガコ ガネ

チャイロホソコガネ
スジホソコ ガネ

チャイロマルバネクワガタ
アマ ミマルバネクワガタ

オキナワマルバネクワガタ
ヤェヤママルバネクワガタ
アマミシカクワガタ
スジブ ト ヒラ タク ワガタ

ヨツモンオオアオコメ ッキ
ノ ブオオオアオコメ ッ キ

タテオビフサヒゲポタル

キベリフサヒゲポタル
ミヤコ マ ドポタル

34
図34
図35
図36

Anthypna splendens (YAWATA)
Chez'rotonus j'ambar Y. KUROSAWA
Caihnomea is加 aωaz Y. KUROSAWA
Co oc加'ius sfn'atus Y. KUROSAWA
Meoiucanus加suians MIwA
Neotucanus protogenetiuus Y. KUROSAWA
Nee加canus okinaωanus SAKAIN0
Neotucanus msul icota Y. KUROSAWA
Raetu tus ret icorms Y. K UROSAWA

Serrogunathus costatus (BOILEAU)
Campsosternus matsumurae MIWA
Campsostemus nobuoi OHIRA
Stenoclad ius azumai NAKANE
Stenocladius shirakii NAKANE
Pytochoelia mtyako NAKANE

35 3 6
スジダカヤセヒラタゴミムシ Ischnag1ont‘m canmgerum KASAHARA et M. SAT0.
ウェノ ッヤドロムシ Urumae lmis uenoi (NoMURA).
ョッオビハレキ'カミキリ Acr()cyrtidus elegantulus (MATSUSHITA). (左: ,  右: 早 )

朽木や倒木
ヤェヤマセスジムシ

ジュジェグリゴミムシ
オバケハネカク シダマシ

ト カラ マンマルコガネ

0moglymmius microtis R. T et J. R. BELL
Eustra crucifera S. UtNo
Uruminopeprtis sakau M. SAT0 et HATTA
Madrasostes kazumai OcHI, JHOKI et NAKANE
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イ リオモテマンマルコ ガネ Madrasostes hisamatsta OcHI
アマミニセクワガタカミキリ Parandra sh ibata i HAYAsHI
フェリェベニポシカミキリ osah'a femei VUILLET
ョッオビハレギカミキリ Acrocyrtidus etegantu lus (MATSUSHITA)
ヨツモン ミ ッギゾウムシ Baryrhynchus tokarensis OHBAYASHI et M. SAT0
ヤェヤマミッギリソ'ウムシ Baryrhynchusyaeyamensis MoRIMoTo
花
オオシマホソハナカ ミキリ Stfangah'a gnaahs GREssITT
オキナワチャポハナカミキリ Pseudauos terna an ta i OHBAYAsHI et N. 0HBAYASHI
ヤェヤマクロスジホソハナカ ミキリ Strangatieua ishigakiensis (HAYAsHI)
アマミァオジョウカイ T hemus kazuoi N. 0HBAYAsHI et M. SAT0
オキナワァオジョウカイ Themus ku rosaωa l M. SAT0
アマ ミチ ビジ ョウカイ Matthineuus chujoi (WITTMER)
林床
ヒ ョウタンキマワリ Eucrossoscel is broscosomoides NAKANE
オキナヮケブカゴミムシ Trichisia msulans (ScHONFELDT)
ァマ ミスジアオゴミムシ aap iocMaem' s 加su ian's S. U t No
上記の種の主な生息地を挙げると, 次のような島や地名となる.
中之島, 悪石島,  奄美大島長雲峠,  金作原, 湯湾岳, 沖縄本島西銘岳,  与那觀岳, 宮古島,  石垣島於茂
登岳,  西表島, 与那国島宇良部岳,  久部良岳.

6)  森林に生息する動物の や死骸などの有機物あるいは倒木に生育する菌類などに生活を依存している種
は, 開発に伴う動物や倒木の減少と共に少なくなっている.
ネパー ルモンシデムシ Nicrophorus nePalensis HOPE
ウエノ コ ブスジコ ガネ Tr,ox ueno i NoMURA
マルダイコクコガネ Copns brachypterus NoMURA
イシガキトビイロセンチコガネ Bolbelasmus ishigakiensis MAsUMoTo
アマミ トビイロセンチコガネ Bolbelasmus sh ibatai M AsuMoTo
ヤンバルエ ンマコ ガネ Onthophagus sugmot OcHI
ムラサキェンマコガネ Onthophagus murasakianus NoMURA
オキナヮ ェ ンマコ ガネ Onthophagus itoi NoMURA
アカダルマコガネ Panelus rufulus NoMURA
上記の種の主な生息地は,  森林であることから前記5) と同じと考えて差しっかえない.

琉球列島における甲虫類の特産種を主体に, どの様な環境1-l:がかかっているかを概観してみた. いろい
ろな問題はあるが, 森林の破壊, 海岸線の汚濁・ 改変などが小さな島の生態系にとっては与える影響は大
きな問題となっていることが浮き影りにできるようである.  これらに対する環境圧を, 貴重種の生息域と
対応させつつ保全すべきところは保全するという対策を, 今すぐに必要としている現状と言えよう. なお,
主な生息地としてあげた島や地名は, 筆者のこれまでの経験に基づくものが多く,  口時の経過に伴って現
状と異なっている場合もあることを了承願いたい.
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Summary

The zoogeographjcal factor of Coleoptera in the Ryukyu Archipelago is extremely complex. T he

specjes of Himalayan, Chinese, Japanese, Formosan, Philippine, Southeast Asian and A us t r al ia n o 「

south paci fic elements seem to have invaded and speciated in the islands at different geolo9ical times.
some characteristic species of each element are listed herewith. The immigrant species of the Present
time is a lso l isted.

T he beetles are very di verse and occur in all habitats, though s o m e of them, υiz endan9e「ed,
vulnerable and rare species, are closely connected with particular environment. Their five important
factors for the Coleopteran fa u n a i n the Ryukyu Archipelago a r e i ndicated as fol lows: Sea She「eS

jncludjng coral Reef, Beaches including River Mouth, Mountain Streams and their Banks, Wetlands,
Natural Forests and Organic Mat ters in Forest. Some character istic species of each habi tat are listed
he re i n.

( 名古屋女子大学)

0オカモ トッヤァナハネムシの興味深い採集例
本年5 月, 歩行虫類の採集のために南アルプスを
訪れた 者は, べイドトラップとライトトラップの
両採集で,  オカモトッヤアナハネムシPedilus oka-
motot (KoNo) を採集した. 通常の採集とは状況の異
なる採集例と思われるので, 採集データを報告して
おく .

2 , 静岡県静岡市信濃俣林道, 26. V 2001. ':ii
者採集・ 保管.  (べイドトラップ)

l f , 静岡県静岡市信濃俣林適, 25. V 2001. 筆者
採集・ 保管. (ライ ト トラップ)
採集地の信濃俣林道は, 大井川右岸, 畑薙第一ダ
ムから続く全長3~4 キロの林道で, 標高は手元の
高度計で1,100m程度を示していた. べイドトラッ

プは, 林道沿いの幅広い枯れ沢に50個程仕掛けた
ものであり, 餌はすしのことカルピスの混合液で
あった.  また,  ライトトラップは林道脇の開けた草
地に設置したものであり, 他にPidomaなどのカミ
キリムシ,  Themusや Athemus, Podabrusなどの
ジョウカイポンが飛来した.
末筆になるが, 採集に同行して下さった金子順一
郎氏にお礼申し上げる.
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( 群馬県確氷郡, 佐藤陽路樹)
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日本産Setatosomus 属のコメ ツキムシ科の種について

大 平 仁 夫

No. 134 (July 2001)

Notes on the species of the genus Selatosomus in Japan
(Coleoptera, Elateridae)

Hitoo OHIRA

A bstr ac t: The Japanese species of the elaterid genus Setatosomus STEPHENS, 1830 are studied on the
female internal reproductive organs. As the result, it is clarified that t he Japanese species should be
classified into two genera, Selatosomus and Prtsti1oPhus, as indicated below.

日本に分布するSetatosomus属の種の中には, 寒冷地系と してよく知られているコガネコメ ツキやァラコガ
ネコメッキを始め7 種ほど分布しており,  日本産は現在TARNAwsKl (1995) の研究に従って, Selatosomus s.
str. とEanoidesとPristi1ophusの3 亜属に分類されている. しかし, この亜属の位置は研究者間で意見の相違
があり, KlsHl l (岸井 尚) (1999) の目録では, Eanoides亜属は属とし, Selatosomus属とは離れた場所に位
置させている.
筆者は日本産の種について, 主として雌内部生殖器の形態を調査し, 若干の知見を得たのでここに報告する.
本文を草するにあたり,  この属の位置づけについて種々 助言をいただいた東京都の鈴木 互博士に心から感謝
の意を表する.  なお, 内部生殖器は軟弱で, 変形しやすいため, 通常は複数個体を調査して, その最も正常と
思われるものをここに示した.

Genus Selatosomus STEPHENS, 1830 コガネコメッキ属
(Type species: Elater aeneus LINNt, 1758)

難内部生殖器のUterus (以下Utrsと略) は小形の楕円形状の袋で, 内部には硬針や硬板は生じない. Bursa
copulatrix (以下Bcpxと略) は細長い筒状の袋で, 基部側と末端側からそれぞれAccessory galnd(s) (以下
AcG1 と略) を生じており, 基部側のAcG1 の末端から伸びる細い腺はSpermathecaに達すると思われる (図
では to Sphermathecaと表記).

1. Selatosomus (Selatosomus) puncticouis MoTscHuLsKY, l866 コガネコメッキ (Figs. lB; 2D)
北海道とその周辺地域, 本州の主として中部山岳地帯 (分布の南限は京都市貴船山) から青森県にかけての
高山帯に分布する寒冷地系の代表的な種である. 本種の分布や形態の概要は大平・ 保田(1998) が報告してい
る.
雌内部生殖器のBcpxは細長い筒状の袋で,  この内側面には多数の硬針状物を生じているが, 図示したよう
に全面には分布していない.  また, 基部側から伸びるAcG1 の末端近くにも, 通常少数の硬針を生じている.
調査標本: 1 ・  長野県美ケ原山,  14.  VI I i954,  大平仁夫採集

2.  Setatosomus (Setatosomus) g1onosus (KIsHII, 1955) アラコガネコメッキ (Fig. lC)
前種と同様に寒冷地を代表する種である. 北海道では大' 鮪R系,  羅臼岳,  羊蹄山,  利尻岳などが主な産地で
あるが, 本州では鳥海山や早池峰山く らいで, いずれも山頂部に限られている. なお, 本種の分布や形態は大
平・ 保田(1998) が報告している.
雌内部生殖器の形態は前種にきわめて類似しており,  両種が近緑であることが分かる.  Bcpxは細長い筒状
で, その内側面には前種より幅広く, ほぼ全面に硬針を分布している. また, 基部側のAcG内には硬針は見ら
れないし, その先端部から伸長している2 本の袋状のAcGl は前種より細長い.
調査標本: 1 早, 北海道羊蹄山, 4. Vm. 1989, 保田信紀採集.

3. Setatosomus(Selatosomus) miyajimanus(0HIRA,1971) ミヤジマコガネコメッキ(Figs. lF;2E)
広島県の宮島から最初に見出された種である. 本種は前の2 種とは異なって, 低地帯でも得られていて, 広
島県, 岡山県, 徳島県, 愛媛県あたりと, 長野県, 新潟県, 福島県あたりの一帯に分布が知られている. 本種
の形態や分布の概要は大平・ 中村( l998a) が報告している.
雌内部生殖器の外形はコガネコメッキに類似しており, Bcpx内の硬針は図示したよう内側の全面には分布
していない. また, 基部側から伸びるAcGl は細長く, 内側面に硬針は見られないし, その末端部から伸長する
袋状の2 本のAcGl もより細長い.
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Fig. 1. A-G.0utl ine of the female internal reproductive or9ans.
A, prostj1ophus onerost‘s; B. Setatosomt‘s(Setatosomus) puncticollis; C., S(S) 9toriOSuS; D, P・ υa9tPiCtuS; E,
s. (Ea,lojdes) pueritis; F, S. (S) miyaj imanus; G. P metancholicus.

調査標本: 1 早, 岡山県大平山, 19. V.1984, 渡辺昭彦採集.
4.  Setatosomus(Eanotdes)puerztis(CANDtzE, 1873) シリブトヒラタコメッキ (Fi9S・ IE; 2C)
本州, 四国, 九州の各地に広く分布する種であるが, 周辺の離島では愛媛県の伯方島と大三島と鹿児島県の
」二額;島が知られている. 成虫の形態の概要は大平(l987) が報告している. また, G. LEWISが長崎で採集した個
体はMlwA (三輪勇四郎) (1934) が図示している.
成虫の体長は5 mmくらいから10 mmくらいまでの変異があって, 大型でも雄個体がいるが,  このような
変異の生じる理由は判明していない. 幼虫は不明であるが,  もしかしたら幼虫が特殊な環境で育っているのか
も知れない.
KlsH11(lggg) の目録では, Eanoidesを独立属として位置させ, Corymbitodes属の近くに並べている.  しか
し, 筆者が調査した雌内部生殖器の形態は, Selatosomus属に所属する種であり,  これはTARNAWSKI (l995)
の考えとも一致する .
雌内部生殖器の外形は図示したようで, Bcpxは球状の袋で, 基部側から伸長するAcGl は細長く, 内側面に
少数の硬針を分布している.  また, 先端部から伸長する袋状のAcG1 は上方に湾曲して伸びているが,  この長
さはより短いのもあって, 変異が見られる.
調査標本: 1 早, 愛知県豊川市, 5. V.1965, 大平仁夫採集.

Genus Pristi1ophus LATREILLE, l 834
(Type species: Elater metanchoticus FABRIcIUs, 1798)

雌内部生殖器のUtrsは球形状の袋で, 内部には硬針や硬板は生じない. Bcpxは筒状の袋で, 末端部から2
本のAcG1 を生じ, その中の1 本の末端からさらに細いAcG1 が伸びていて, 先はSpermathecaに達すると思
われる .
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Fig 2. Photograph of the female internal reproductive organs.
A, stiiop加s on osus; B. P meianchoh s1 C, Seiatosomus ( ianoides) Puenhs; D, S. (Seiatosomus)
punc ticouis; E. S. (S) 'myaj imanus.

筆者はPristi1〔)phus属の基準種に指定されているP melancholicusの雌内部生殖器を調べたが, 図示(Figs.
1G;2B) したように, Bcpx内面には硬針は生じていなく, 一見きわめて異質的な印象であった. しかし, Bcpx
は細長い筒状で, 末端部から2 本のAcGl が生ずるなどはPristt l〔)phus属の特徴を有しているように思われ
る.  また,  この属は将来はさらに幾つかの属または亜属に分割も必要と考えられる.
1. Pristi1ophus onerosus (LEWIS, l894), comb nov. トラフコメッキ (Figs. l A; 2A)
本種の分布や形態の概要は大平・ 中村(1998b) が報告しているし. 幼虫は大平(1962) が明らかにしている.
成虫の体長は一般に10 mm内外であるが, 雌では17 mm内外に達するのがいる. G. LEWIS( l894) が東京か
らCorymbitespacatusと命名, 新種として記載した種は, そのごの三輪(l933) の報告にあるように, 本種と同
種と思われる.  しかし, TARNAwsKl (1995) は別種として成虫図を示し, 触角の第3 節の相違なども示してい
る. 岸井 (1999) の目録でも別種扱いになっている.

TARNAwsKl (1995) はPristi1〔)phus属はSelatosomus属の亜属として扱っているが,  ここに示した雌内部生
殖器の形態からも分かるように, Selatosomus属とは異質な系統で,  独立した属であると考えられる. 成虫で
は触角が細長く, 末端に数珠状の連結にならないし, 幼虫も両属間では著しい相異が見られる.

TARNAwsKl (1995) はPristi1ophusグループの種を,  3 つの小ルルー プに分類しており , 日本産の2 種を始
め, 上翅が黄種色で黒班のあるものを第2 小グループに含めている.
難内部生殖器の形態は図示したようで,  細長い商状のBcpx内側面には多数の硬針を分布し,  末端部から2
本のAcGl を生じていて,  その中の1 本の末端からさらに細い腺が伸び,  その先はSpermathecaに達してい
ると考えられる.
調査標本: 1 早, 福岡県筑紫野市, 28, IV, 1971, 」ヒ野龍海採集.

2. Pristitophusυagepzctus(LEWIS,1894), comb nov. ウストラフコメッキ(Fig.1D)
本種も前種と類似した分布をしていて, 本州, 四国, 九州の各地から知られているが, 周辺の離島からの記録
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はない. -一般に河川效の砂壊土質のところに分布していて, 幼虫もその周辺の砂壊土中に生息している.
雌内部生殖器の外形は前種に類似しているが,  Bcpxはより太短い筒状で,  硬針もより狭い範囲に分布して
いる. また, 末端部のAcGl は前種より短大である.
調査標本: l早, 愛知県豊川市, 5, V,1994, 大平仁夫採集.

引用文献

K1sH1l, T, 1ggg. A cleek_1jst of the family Elateridae from Japan(Coleoptera). Buu. Helm High SchoOt, Kyoto・ (42): 1-
144.

LEWIS, G.,1894. On the Elateridae of Japan. Ann. Mag nat. Hist.. (6)l3:155-166.
三輪勇四郎,  1933. IL州帝国大学農学部昆虫学教室所蔵の叩頭虫標本(II). Mus加, 6 (2):66-73.
MlwA. Y., lg34. The fauna of Elateridae in the Japanese Empire. Rep. DeP. Agric. Govt. res fnst. F'ormOSa, (65); 1-289・9

p lS.
大平仁夫,  1962. 日本産コメッキムシ科の幼虫の形態学的ならびに分類学的研究.  1-179,61Pls. (岡崎: 自刊)
大平仁夫,  1987. 三河地方から採集されるコメツキムシについて. 住香 , 39 (149): 7-8.
大平仁夫・ 中村慎吾,  1998a. 広島県のコメッキムシ類の記録(12). 比婆科学, (184):21-23. Pl. I.
大平仁夫・ 中村慎吾,  1998b. 同上(13). 同上, (187):17-20. pls. I-II.
大平仁夫・ 保田信紀,  1998. 層 v とその周辺のコメ ッキムシ (8). 層 1 ｬ博物館研究報告,  (18) :33-37,  Pls.  I-Il
TARNAwsKl. D,1995. A revision of the genus Selatosomus STEPHENS, l830 (Coleoptera: Elate「idae: AthOinae: CteniCe-

rini). Genus(Suppl), Wroclaw: 1-183.
(愛知県岡崎市)

0オオ トラカミキリの生態と成虫の室内観察による
若干の知見
従来, 知られていなかったオオトラカミキリXyto-

trechus tli11iom (VILLARD, l892) の生態, 成虫の室
内飼育下の行動について若干の知見を得たので報告
したい.
観察場所・年月目: 山梨県下部町, 2000年9 月

10日.
蛹室位置: 幼虫は通常, 樹皮下形成層付近を穿孔
し, その後, 蛹化前に木材部に侵入し, 蛹室を作る
ことが知られている. 筆者らは胸高直径約30 cm
のモミ主幹部, 地上高約150 cmの健全木の樹皮下
において, 羽化直前の蛹を確認した (写真). 幼虫の
樹脂対策と考えられている渦巻状食痕が小規模で
あったこととの関連も考えられるが, 幼虫飼育の観
察でもこのように樹皮下に蛹室をつくる例が確認さ
れていないことから, かなり異例なことなのかもし
れない.
捕食天敵: 幼虫期において鳥類 (キッッキ類) に
よる捕食が確認されているが, 昆虫類による捕食
(天敵) は知られていない. 前途の蛹を採集したとこ
ろ, 肩部が変色していることに気づき, 蛹室を再度
調べたところ,  コメッキムシ科の幼虫を認め, 捕食
中であったことを確認した. なお, 不覚にもこの幼
虫は採集時に落としてしまい, どのグループのコメ
ッキムシかまでの確認には至らなかった.
また, 当日採集した♀成虫を高さ 30 cmほどの
モミ鉢植えにとめ, 室内でその行動を観察したとこ
ろ, 一見, 不安定そうに思えるモミの葉上を巧みに
歩行することに驚かされた. 成虫の生活圏での適応
であることがうかがえる.  さらに, 本種の色彩は,
ある種のスズメバチ類に類似していることは周知の
事実であるが, モミの集の形状と本種の鞘翅の斑紋

オオトラカミキリの蠕室 (矢印)

は双方ともに「人」 型をしており, 周辺の照度や
バックグランドなどのある種の条件下では, モミ枝

先の樹・葉形にとけ込んでしまう保護色になってい
るように思われた. 他の昆虫でも知られているよう
に, 最初は保護色, 気付かれたら警戒色といったパ
ターンを示しているのかもしれない.
末筆ではあるが,  ご教示いただいた日本大学の岩
田隆太郎博士, 石川県林業試験場の江崎功二郎氏,
当日, 調査に同行され, 筆者らの成虫採集を落ち込
みながらも祝福してくれた伊藤弥寿彦, 高尚均の両
氏にお礼申し上げる.

参考文献

岩田隆太郎,  1990. 針葉樹一次穿孔性害虫オオトラカミキ
リの研究(I). 第100回日林論: 525-528.

岩田隆太郎,  1991. オオトラカミキリの生態. インセクタ
リ ゥム, 28(4): 4-9.

( 神奈川県横浜市,  日下部良康)
(神奈川県横浜市, 簡野 彦)
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日本産クロマメゲンゴロウ類の分布

記野直人・ 長谷川 洋

No. l 34 (July 2001)

日本産のクロマメゲンゴロウ類は, 稀な種ではないが, 一般のゲンゴロウ類とはやや異なり, 林道脇や林内
の落ち葉の多い浅い水たまりや渓流脇の流れのよどんだところなどに主に生息している. 従来, 北海道' 本州
などにクロマメケ'ンゴロゥ, 四国にホソクロマメゲンゴロウ, 本州にコクロマメゲンゴロウが分布するとされ
てきたが,  ホソクロマメゲンゴロウが本州にも広く分布することが指摘された (森 ' 北山,  1993).  その後,
NILSSON(1gg6) により山形県鳥海山からチョウカイクロマメゲンゴロウ(Agabus ikedai NILSSON) が記載さ
れ, 同時に従来クロマメゲンゴロウの学名とされてきたA.optatus SHARPがタイプ標本の調査の結果ホソク
ロマメゲンゴロゥであるとされ, 新たにクロマメゲンゴロウの学名としてA nakanei NILSSONが採用された.
さらにNILSSON(2000) はマメゲンゴロウ族の再検討を行い,  クロマメゲンゴロウ類はモンキマメゲンゴロウ
属Piatambusに移された.
これら4 種は, 外観上互いにきわめてよく似ており, オス交尾器によるほかは同定がかなり難しいが, 次の
区別点を総合して判断すれば可能である.

l)  後胸腹板翼部の幅は,  クロマメ>ホソクロマメ>チョウカイクロマメ> コクロマメの順である.
2)  クロマメは, 背面が他に比べより膨隆し, 体型も楕円形となる.  その他の種はクロマメに比べ背面はよ
り扁平であり, 体型は逆卵形となる.

3)  コクロマメは他に比べ小型である.
4)  ホソクロマメ,  チョウカイクロマメのメスの背面はしわがあり光沢がない個体が多いが,  ホソクロマメ
に関しては光沢のある個体もある. また,  クロマメのメスの背面は光沢があるが, 知床周辺のメスは光沢
がなく体型的にもホソクロマメに似ていて興味深い.
筆者らは,  クロマメゲンゴロウ類の分布について調査してきたが, ある程度のデータが集まってきたので,
それについて報告したい. なお, 従来, 本州に産するものは「クロマメ」 と考えられ, 交尾器等を調べずに記
録されてきたものが多いので, 文献記録はすべて再検討する必要があると思われる.
クロマメゲンゴロゥは,  北海道,  本州,  九州および伊豆諸島 (三宅島) のデータを確認できた.  森 ' 北山

(1gg3) によると トカラ中ノ島からも確認されている. 北海道では低地にも産するが, 本州では基本的に山地
帯に産し, 次種:ホソクロマメよりも北・ 高地に分布しているようであり, 西日本からの記録は少ない. 福島県
吾妻山では, 標高650~700 mの2 カ所でホソクロマメと混生しているのを確認したが, 標高1,000 mでは本
種のみであった. また, 吾妻山以外での混生地は確認していない. 例外的に栃木県大田原市, 鹿児島県志布志
町などの低地でも記録されているが, 大田原市の場合はll定尾川のよどみで得られたので, 洪水時などに上流か
ら流されてきたとの推測も可能である. なお, 東北地方南部から中部地方での経験によると, 標高 l,500 m付
近まで登るとクロマメ類は採集できなくなる.
ホソクロマメゲンゴロゥは, 本州, 四国, 九州および伊豆八丈島から記録されている. 基本的に山地に産す
るが,  クロマメと比べるとより低いところに,  また南西部に偏って分布しているようである. また, 静岡県西
部から愛知県東部地域では低地で記録されており, 興味深い.
チョゥカイクロマメゲンゴロゥは, 現在までのところ鳥海山のみで記録されている. 秋田県側の鳥海山北越
での調査によると,  標高500~700 m付近ではチョウカイクロマメが分布し,  標高300 m付近ではホソクロ
マメであった.  また, ホソクロマメとの中間的な個体群も生息しており, 雑種の可能性が示唆される. なお,
鳥海山に近い栗駒山, 月山ではチョウカイクロマメを発見することはできなかった.
コクロマメゲンゴロゥは本州の山地に点々 と分布している. 基本的にクロマメ, ホソクロマメなどとは棲み
分けをしているようである. 福島県田島町中山 と群馬県西部では混生を確認しているが, 混生地は余り多く
ないようであり, 栗駒山などではごく近い地点でホソクロマメとコクロマメが採集できたが, 混生は確認でき
なかった.

クロマメゲンゴロウ Platambus nakanei NILSSON
北海道斜里町金山川, 26. vI. 1994, l , 記野採集; 同所, 26. VI.1994, l 早, 長谷川採集; 同所, 23・ Vm・

1gg2, lex., 森正人採集; 北海道斜里町ウトロ, 28.VIII.1992,5exs., 森 正人採集; 同所, 23. VIII. l 992, l l
exs., 北山 昭採集; 北海道知床, 30. Ix. l999,5(,フ' f l ・  上手雄貴採集;  北海道標津町 ,22.  IX.1999, l f
上手雄貴採集; 北海道滝上町上札久留, 24. X.1999,2 , 上手雄貴採集; 北海道留辺藥町大和, 2. X・ l999,
3 , 上手雄貴採集; 北海道釧路市びしやもん川, 4. X.1996, l 早, 北野 忠採集; 北海道上士幌町十勝三股,
6. v l l. lgg5,1 ｦ,  森 正人採集; 北海道東川町幌倉沼, 12. V. l993,4 4早 , 長谷川採集; 北海道上川町

愛山渓, 30. vm.1999, 2 , 石黒昌貴採集; 北海道中川町共和, 26. Vm. 1999, lO 1 ♀, 石黒昌貴採集;
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北海道厚田村, 5. V. l991, l2exs., 森 正人採集; 同

所,  16. v. 1991. 2exs., 森 正人採集; 北海道意庭市
漁川, 2. xI i986, lex., 森 正人採集; 同所, l2.X.
1986, 9exs., 森 正人採集; 同所, 24. VIIL 1992, 3
exs., 森 正人採集; 北海道.11、庭渓谷,  12. X. l986, 3
exs., 森 正人採集;   北海道札幌市中ノ沢, 2 . X I.

1986, lex., 森 正人採集; 北海道札幌市百松沢, 26.
x.1986, 3exs., 森 正人採集; 北海道札幌市豊平峡,
16. vI.1986, 2exs., 森 正人採集; 北海道札幌市定山
渓, 23. vII i977, lex., 森 正人採集; 北海適苫小牧
市口無沼, 6. vII i986, lex., 森 正人採集; 北海適苫
小牧市美笛峠,  16. VI. 1986, lex., 森 正人採集; 北

海道苫小牧市, 8. VIL l995,3exs., 森正人採集; 北海
適早来町速浅, 20. VII 2000, 2 7 早♀, 記野採集;
同所, 20. vn 2000, l f 9 早, 長谷川採集; 北海道苫
前町上手, 24. V. 1989, l f , 西田貞二採集; 北海道赤
平市大谷沢, 16. V. 1990, 5exs.. 西田貞二採集.
青森県八甲田山田代平, 6. VI. l992,3♀♀, 記野採
集.
秋田県八幡平, 5. VI.1992, l f , 記野採集.
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図1. クロマメケ [ンゴロウ

山形県朝日村月山 (700 m), 22. V. l999, l f , 記野採集.
福島県吾妻山吾妻スキー場(1,000 m), 27. V 2000,5 2 ♀, 記野採集; 同所, 27. V 2000,3 2 ,

長谷川採集; 福島県福島市t湯(650m),27. V2000, Io'', 記野採集; 同所, 27. V2000, l f, 長谷川採集;
福島県福島市微温湯 (700m), 27. v 2000, 2 , 記野採集; 福島県湯ノ花, 6. VI. l988, l , 記野採集・

次城県里美村里川, 30. V.1987,1 早, 記野採集.
栃木県大田原市今泉蛇尾川, 18. vI. 1994, 1 l ・  記野採集;  同所,  26.  IV.1997 , 4 , 記野採集;
同所, 26. IV. 1997, 1 ♀, 長谷川採集.
群馬県水上町湯原1. Vn 2000, l f, 長谷川採集.
東京都三宅島友池,  14. V. l999, lc,'''1 ♀, 杉原採集.
長野県松本市扉温泉, 15.vI.1991, lc,''', 北山 昭採集; 長野県松本市扉ダム, 25.X. 1998, 3 8 , 石

黒昌貴採集; 長野県坂巻温泉, 31. VII i992,3exs., H. 山崎採集.
山梨県双葉町豊一浦沢泉溜池, 31. X. l993, 1 f 2 , 北野 忠採集.
岐阜県坂内村, 20. VII i992, l f , 森 正人採集.
愛知県豊根;付茶臼山, 5. X.1998, lc,フ', 石黒昌貴採集.
兵庫県温泉町前, 28. x. l992. 5exs., 北山 昭採集; 同所, 28. X.1992,15exs., 森正人採集.
鹿児島県志布志町Ill占, 30. m. 1999, 1 . S. INADA採集.

ホソクロマメゲンゴロ Ptatambus oPtatus SHARP
秋田県皆瀬村栗駒山(700 m), 15. Ix 2000, 10 5 早, 記野採集; 同所, l5. IX 2000, 2 10早 , 長

谷川採集; 秋田県仁賀保町中島台, l6. IX 2000, 9 5♀早, 記野採集; 同所, l6. IX 2000, 6 8 早, 長

谷川採集; 秋田県仁賀保町桂坂(250m), 24. V. 1998, 1 f 6 早, 記野採集; 同所, l5. IX 2000, 2 2 ,

記野採集; 同所,  l5. Ix 2000,1 早, 長谷川採集; 秋田県象潟町横岡, 19. V.1996,2 , 長谷川採集.
宮城県花山村栗駒山(700 m), l5. IX 2000, 2 5 ♀, 記野採集; 同所, 15. IX 2000,6 l 5早早, 長谷

川採集.
山形県朝日村大網, 22. v. 1999, 2 , 長谷川採集; 山形県鳥海山奥山林道, 21. VII i993,4exs., T. IKEDA
採集; 山形県立川町立谷沢山, 21. vII i995.,2exs., Y. FuJITA採集; 同所, l6. VI.1994,2exs.. Y. FuJITA採
集.
福島県福島市土湯 (650 m), 27. v 2000, 3 , 記野採集; 同所, 27. V 2000, 3 」l- 率, 長谷川採集; 福島県
福島市徴温湯(700m),27. v 2000,1。,フ', 記野採集; 福島県精枝岐, 5. VI. l988, l f, 長谷川採集; 福島県塙
町那倉, 11. v. l991,2c,?(,'''2 早早, 記野採集; 同所, 11. V. l991,1 ｦ,  長谷川採集;  福島県館岩村中山 (1,100
m), l 7. v I 2000, 1 f 2 早, 記野採集; 同所,  l7. VI 2000,7c,フ'c,'''4♀ , 長谷川採集; 福島県田島町中山峠

(1,100 m),17. v I 2000, 3 5 ♀, 記野採集; 同所, l7. VI 2000, 13 3早 , 長谷川採集; 福島県郡山
市0hse,1. vII i992,3exs., M. KIMuRA採集; 福島県甲子温泉, 18. V. l991, l ｦ,  記野採集;  同所,  ll・  V・
l gg6,6 l ｦ,  記野採集;  同所,  lt.  v . l996,l  ｽ , 長谷川採集 ; 福島県白河市白坂 ,  11 . V. l996 4早
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早, 記野採集; 同所, 11. V.1996,3
l 早, 長谷川採集.
次城県花園山, 80. V.1987,1 早, 記
野採集;  次城県里美村岡見,   25. V.
l 996, 6 5♀ , 記野採集; 同所,
25. V. l 996, 5 3ｽ  早,  長谷川採
集.
群馬県水上町湯ノ小屋林適,  3. VI.

l 995, 4 2  早 , 記野採集 ; 同所
3. VI.1995, 3 2 早早, 長谷川採集;
同所, 4. VII i998, 1 f 4♀ , 長谷川

採集;   群馬県利根村丸沼, 5. VI I.
l 997, 6 3早早, 記野採集; 群馬県
上野村中ノ沢, 5. VIII 2000, l , 長
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図2. 後 腹版理部. 左:  クロマメケ ンゴロウ,  右:  チ ・ ウカイクロマメケ
ンゴロウ

谷川採集; 群馬県新治村赤沢, 1. vn 2000, 4 2 早 , 記野採集; 同所, 1. VII 2000,2 c ,
'' '

, 長谷川採集.
東京都伊豆八丈島, 18. IV. 1995, lex., K. 0HKuBo採集.
新潟県松之山町大厳寺高原, 30. V. 1992, 1 早, 長谷川採集.
長野県小谷温泉,  1. vII i992,1(,フ', 北山健司採集; 同所, 5. VI.1994,1 l , 記野採集.
山梨県奥秩父乙女高原, 20. v. l995,1 早, 記野採集; 山梨県奥秩父木賊 , 16. V. l998,2 , 記野採集.
静岡県富 l-:宮市小田質湿原, 25. VI 2000, 4 2 , 北野 忠採集; 静岡県浜北市堀谷, 30. m. l997, 2
早 , 北野 忠採集; 静岡県引佐町霧山, 2. Vn 2000, 2 4早早, 北野 忠採集; 静岡県湖西市新所,  18.
v i l l i 996, 2 早, 北野 忠採集; 同所, 1. IX. 1999,1 f 4 早, 北野 忠採集; 静岡県雄踏町, 17. VI. 1998,
4早早, 北野 忠採集; 静岡県浜松市神ヶ谷町,  17. V. 1998, 1 1 早, 北野 忠採集.
愛知県春日井市明知町, 5.11. 1994. l f , 北野 忠採集; 同所, 4. m. 1995, 1早, 北野 忠採集; 愛知県足

助, 3. Ix.1984, lex., M. KIMuRA採集; 愛知県稲武町月ヶ平, 5. X.1998,2 2♀♀, 石黒昌資採集; 愛知
県岡崎市小呂町,  13. VI. 1999, l f , 大平仁夫採集.
岐阜県河合村楢峠, 29. v.1998, lex., 森 正人採集; 岐阜県坂内付, 20. VII i992, 1 ♀, 森 正人採集.
三重県菰野町湯ノ山, 25. X. l998, l f , 石黒昌貴採集.
滋賀県大津市堅田, 4. v l. 1992, lex., 森 正人採集; 滋賀県甲資町, 23. m. 1990, l6exs., 森 正人採集;
滋賀県比良山八, v'池とその周辺湿地,  24.  VI .1994,6exs.,  北山昭採集;  賀県信楽町御斉峠 ,  l2 . X.1998

2 早, 石黒昌貴採集.
京都府宇治市天瀬, l l. v.1992, l ・  森 正人採集; 京都府弥栄町, 15. V. 1990, 2exs., 森 正人採集; 同

所,  14. Iv. 1990, 2exs., 森 正人採集; 京都府夜久野町,  15. 11. 1993, 5exs., 森 正人採集.
大阪府能勢町深山, 21. x. l997,1(?''1 ｽ,  森 正人採集; 大阪府豊能町妙見奥の院, 28. V. 1996, 3exs., 北
山昭採集; 大阪府能勢町上山辺, 30. VI.1991, l f, 八本剛採集.
兵庫県千種町峰越峠(100m),30. vm.1997, 11exs., 森 正人採集; 同所, 6. VII i997, 4exs.. 森 正人採

集 ; 兵庫県一宮町小原, 6. Ix. 1995, l2exs., 森 正人採集; 兵庫県相生市, 28. IV. l991, 4exs., 森 正人採集;
兵庫県大河内町砥ノ峰, 29. v. 1987,4exs., 森 正人採集; 兵庫県神戸市六甲山上, 22. IV. 1987, 10exs., 森
正人採集; 兵庫県宝塚市丸山湿原, 23. m.1994, 2exs., 森 正人採集; 兵庫県関宮町出合, l8. V.1991, 3exs・,
北山昭採集.
岡山県総社市, 15. Iv. 1994, 2 , 森 正人採集; 岡山県奥津町, 16. IV. l991, 4exs., 森 正人採集; 岡

山県川上付徳山, 18. x. 1990, lex., 森 正人採集; 同所, 22. VII i990,12exs., 森 正人採集; 岡山県川上村
上徳山, 8. vI. l991, 8exs., 北山 昭採集; 岡山県川上付中原, 8. VI.1991, 8exs., 北山 昭採集.
島根県吉田村, 15. VI. 1994. 5exs., 北山 昭採集.
愛媛県字和島市成川i要谷, 3. v.1992, 3 , 森 正人採集; 愛媛県成川渓谷, 3.V. 1992,10?, 北山 昭採

集.
佐賀県厳木町作礼山, 20. v.1992, 3 , K. 大塚採集; 佐賀県背振村背振山頂, 15. X.1993,3。,'''c,?2 早♀, K・

OHTSUKA採集.

チョウカイクロマメゲンゴロウ Platambus ikedai NILSSON
秋田県仁賀保町中島台, 19. V. l996, 9 4早 N,  記野採集
同所, 23. V. 1998, 5c,フ'(,フ'6 ♀, 記野採集; 同所, 23. V. 1998
山形県鳥海山奥山林道, 3. X. 1993, l 2 , T. IKEDA採集
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同所,  19. V. 1996, 6 1
5c,フ'oフ' 5 ♀♀, 長谷川採集.
同所, 24. VII i993, lc,''', T

長谷川採集;

IKEDA採集
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1 2 3 4
図3. クロマメゲンゴロゥ類の 交尾器中央片.  1: クロマメゲンゴロウ,  2: ホソクロマメゲンゴロウ,  3: チョウカイ

クoマメゲンゴロウ, 4: コクロマメゲンコ'ロウ.  (NILSSON,1996 より )
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図4. クロマメゲンゴロウ類の分布図.
コクロマメゲンゴロウ Platambus msolitus SHARP
宮城県花山村栗駒山, l5. IX 2000, 1 ｽ,  記野採集
福島県田島町中山峠, 17. vI 2000,1 ｽ,  記野採集;  福島県白河市関山 ,11.  V.1996, l f,  記野採集・
栃木県塩原町上塩原, 17. v I 2000, 6 3 ♀, 記野採集; 同所, l7. VI 2000, l 早, 長谷川採集・
群馬県水上町湯原, 1. vn2000, l f, 記野採集; 群馬県松井田町霧積, 5. Vm2000,1f7-i'- ・  記野採集
同所, 5. vm 2000, 1(,フ'3早 , 長谷川採集; 群馬県上野村中ノ沢, 5. VIII 2000,2 , 記野採集.
埼玉県大滝村中津川林道, 8. VIII. l998, 2 l ｽ,  長谷川採集
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長野県松本市扉ダム, 25. X. l 998, 1 , 石黒昌貴採集.
山梨県奥秩父木賊峠, 23. Vm. 1986,3 3 , 記野採集; 同所, 23. VIII. 1986, 2 4早早, 長谷川採
集; 同所, 9. V. 1987,2exs., 記野採集; 山梨県奥秩父乙女高原, 20. V. 1995, l 早, 記野採集; 同所, 20. V. l 995,
l ・  長谷川採集;  山梨県增富,  16.  V.1998 , l f,  長谷川採集
三重県電山市野登山, 18. m. l997,3exs., 森 正人採集; 三重県小岐須峡, 9. Vm. 1998, 3 1 ♀, 石黒昌
貴採集.
滋賀県永源寺町石樽 , 18. X. 1995, 10exs., 森 正人採集; 同所, 8. Vm. 1995, 15exs., 森 正人採集.

ホソクロマメは東北地方では栗駒山, 馬海山まで記録されているが北限はどこになるのか, チョウカイクロ
マメは鳥海山以外にも分布しているか, また, 本州西部・ 九州・ 四国等におけるクロマメの分布, 伊豆諸島,
トカラ等における分布など, 今後のさらなる調査が必要な点がある.
最後になったが, 貴重な標本・ データを提供していただいた石黒昌貴 ・ 上手雄貴 ・ 北野 忠・ 森 正人の各
氏に厚くお礼申し上げる. また, 北山 昭氏にはこれまでいろいろとご教示いただき, 今回の報告に当たって
も貴重な資料やデータを提供していただいたが, 2001 年 1 月に急逝された. 謹んで氏にこの報文を捧げたい.

参考文献

森 正人・ 北山 昭,  1993.  図説目本のケ' ンゴロウ,  文一総合出版.
NILSSON, A. N.,1996. A redefinit ion and revision of the Agabus optatus-group(Coleoptera, Dytiscidae); an example of

Paci fic intercontinental dijunct ion. Ent. Basi l., l 9: 621-651.
NILSSON, A. N.,2000. A new view on the generic classification of theAgabus-group of the Agabini, aimed at solving the

problem wi th a paraphylet ic Agabus (Coleoptera. Dy tiscidae). Koleopt. Rdsch.. 70: 17-36.
(記野: 埼玉県所沢市)

(長谷川:  東京都武蔵野市)

0熊本 阿 山で採集した, ヤシャプシを利用する
シギソゥムシ2 種の記録
熊本県阿蘇山において, 従来九州からはほとんど
記録されていないと思われるシギソウムシを2 種
採集しているので, 記録を報告する.
1.  Curcul io cerasorum (PAYKULL) キマダラシギ

ソ'ウムシ
2 l 早, 熊本県白水付阿蘇山上,  13. Vm.

1999, 筆者採集 , 保管. (写真 l )

①

阿蘇山噴火口に向かう ロープウェイの阿蘇山西駅
の南側斜面において, ヤシャブシ権木をビー ティン
グして採集した. 本種はャシャブシの実をホストに
利用することがすでに飼育によって確認されており
(野津, l986), 当地でもャシャブシの果実内に産卵

する ものと思われる. 本種が九州に産する事は既に
報告されており (MoRIMoTo, l962), 筆者も愛媛大
学の尾虫学教室に大分県産の標本が収蔵されている
のを確認している.  しかし, 目一体的な採集データを
伴った記録は発表されておらず, 本報告が初めての
ものと思われる.
2.  Cur h'o ohumai MoRIMoTo ツヤヒメシギソ

ウ ム シ

9 13 早早, 熊本県白水村阿蘇山上, 10-11. X.
1998, 筆者採集 , 筆者および森本桂博士保管. (写真
2)

神奈川県西丹沢産の標本をもとに記載された種で
(MoRIMoTo, l981), その後, 基産地以外からは和歌
山県安培山 (的場, 1999) からのみ報告されている
ようである. 基産地の標本との比較はまだ行ってい
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ないが, 上記種名をあてておく.
西丹沢ではヤシャブシから多数採集されているが

(野津, 1983), 当地でも前極が採集された同じ場所
で, ヤシャプシから採集できた. 現地での観察では,
主にヤシャブシの雄花の話上で見られ, 交尾中のも
のや, 舊に口吻を差し込んでいる個体も見られた.
密を持ち帰り割ってみたところ, 口吻によって開け
られたと思われる孔とともに, iii・の芯の部分に卵ら
しきものも確認した. 飼育による幼虫, 成虫の確認
は行っていないが, 状況証拠から考えて (採集時に
は, 他のシキ'ソ'ウムシ類をはじめ, 番の芯にまで達
する孔を開け, 産卵できるようなi ･虫類を確認して
いない. ), 本種が産卵したものである可能性がきわ
めて高い. 近縁と思われる2 種類のシキ'ソ'ウムシが
同じ植物を利用しつつも, 成虫の活動時期や産卵部
位を連え, 同所的に分布していると考えられ, 興味
深い.
末華になったが, 日頃からシギソウムシ全般につ
いてご指導頂いており, 本原稿のチェ ックもして頂
いた森本 挂博士 (九州大学),  文献についてご意
与, ご教示頂いた野津 裕氏 (神奈川県平塚市), 的
場 續氏 (和歌山県立自然博物館), 標本写真の撮影
をして頂いた久米加寿徳氏 (高松市), 採集に同行し
て頂いた加藤俊明 (長崎県佐世保市), 島村 聡, 山
添寛治, 長谷川匡弘, 長副 聡 (以上, 九州大学)
の各氏に, 厚くお礼申し上げる.

第 l 34 号 (2001 年 7 月)

る情報をご教示頂いた国立科学博物館の野村周平博
士, 貴重な標本を意与下さった東京農業大学の岸本
年郎博 tに心より御礼申し上げる.
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0蔵王におけるシリグロオオキノコの採集例
奈良県以外では採集例の少ないシリグロオオキノ
コDacty1otntoma atricap111a (LEWIS) を蔵王で採集
したので報告する.

5 頭, 宮城県蔵王町宮城蔵王澄川沿い, 9. VIl.
2000, 木元達之助採集.
古い伐採木に生じたスギヒラタケに似たキノコか
ら採集した.  当地は標高1,200~ 1,500 mのミズナ
ラにッガ類やガケカンバが混じる森林地帯である.

(束京都足立区, 木元達之助)
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0有美大島からのツヤア トキリ アリヅカムシの記録
Bat raxis splendida NoMuRAツヤァトキリ ァリヅ
カムシは西表島より記載された種で (NoMuRA,
l986), これまで韓国(NoMuRA& LEE, l993), 徳之
島, 沖 本島(NoMuRA, 1996) からの記録がある.
また,  西表島と韓国産の個体はBrachyponera chi-
nenszs (EMERY) オオハリァリのコロニーより得ら
れている.
筆者は東京農業大学 虫資源学研究室の岸本年郎
博士のご厚意により奄美大島産の本種を検する機会
に意まれたので報告する. 2 2  早 , 奄美大島
土山公園, 2. V. l992, 岸本年郎採集, 筆者保管. な
お採集状況に関しては不明である.
末筆ながら,  日頃からお世話になり, 本種に関す

◇原 の募集◇
原稿を募集しています. 送付先は下記のとおりで
す. 196-0012 東京都昭島市つつじが丘2-6-22-
806 妹尾俊男 senoh@ra2.so-net.ne.jp
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